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介護保険制度の見直しが始まっています

　

春
日
市
の
平
成
28
年
３
月
末
の
高
齢
化
率
は
19
・

77
％
で
、21
％
（
超
高
齢
社
会
）が
目
前
に
迫
っ
て
い

ま
す
。戦
後
生
ま
れ
の
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
に

な
る
２
０
２
５
年
に
は
24
・
４
％
に
達
す
る
見
込
み

で
す（
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
）。

　

今
後
、介
護
の
担
い
手
不
足
と
サ
ー
ビ
ス
費
用
の

増
大
、介
護
保
険
料
上
昇
が
大
き
な
課
題
に
な
る
見

通
し
で
す
。

　

そ
こ
で
、高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
最
後
ま
で

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、医
療
、介
護
、予
防
、住

ま
い
、生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

介護保険制度の見直しが始まっています介護保険制度の見直しが始まっています介護保険制度の見直しが始まっています
～高齢者が住み慣れた地域で、安心して暮らし続けられるまちづくりを目指して～

問い合わせ先　高齢課高齢者支援担当　☎（584）1111（代表）　F（584）3090

医療 介護

住まい

生活支援・介護予防

介護が必要になったら…病気になったら

いつまでも元気に
暮らすために

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー

通院・入院 通所・入所

病院：急性期、回復期、慢性期
日常の医療

シニアクラブ・自治会・
ボランティア・NPO・
民間事業者・協同組合など

・市高齢課
・社会福祉協議会

・自宅
・サービス付き
  高齢者向け住宅など

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た

☎　電話番号　F　ファックス番号　

■春日市がめざす地域包括ケアシステムの姿

　

国
の
制
度
改
革
に
よ
り
、昨
年
か
ら
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
者
負
担
額
が
見
直
さ
れ
、ま
た
、高
齢
者
の

地
域
で
の
生
活
を
支
え
る
た
め
の
市
町
村
ご
と
の
取

り
組
み「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」を

始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、高
齢
者
の
介
護
の
予
防
と
日
々
の
生
活

の
支
援
を
総
合
的
に
進
め
る

も
の
で
、市
は
、次
ペ
ー
ジ
の

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
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高
齢
者
が
地
域
で
の
生
活
を
続
け
て
い
く
た
め

に
は
、介
護
事
業
者
だ
け
で
は
な
く
、地
域
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、Ｎ
ＰO

、社
会
福
祉
法
人
、協
同
組
合
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
人
や
団
体
の
支
え
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
団
体
な
ど
に
よ
る
、さ
ま
ざ
ま
な
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス（
見
守
り
、交
流
サ
ロ
ン
、家
事
の
援

助
、家
族
介
護
者
の
支
援
な
ど
）を
う
ま
く
組
み
合
わ

せ
な
が
ら
、必
要
な
高
齢
者
に
提
供
し
て
い
く
体
制

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
は
、そ
の
推
進
の
役
割
を
担

う
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
置
い
て
い
ま
す
。生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
各
地
域
の
課
題
や
地
域
に
今
あ
る
社
会
資
源

を
把
握
し
、関
係
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い

　

市
内
に
は
、２
カ
所
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま

す
。介
護
、福
祉
、健
康
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、高

齢
者
の
皆
さ
ん
が
適
切
な
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
て
、で
き
る
だ
け

自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う

支
援
し
て
い
く
地
域
の
総
合
相

談
窓
口
で
す
。

　

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
春
日
市
北
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
桜
ヶ
丘
４
ー
23
福

岡
徳
洲
会
病
院
前
）

　
☎（
５
８
９
）６
２
２
７

　

F（
５
８
９
）６
２
２
８

▽
春
日
市
南
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
塚
原
台
３
ー

１
２
９
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
か
す
が
の
郷
内
）

　
☎（
５
９
５
）８
１
８
８

　

F（
５
９
５
）６
０
６
９

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
ま
し
た

知
っ
て
い
ま
す
か
。

春
日
市
の
介
護
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

市
は
、24
時
間
３
６
５
日
対
応
の
定
期
巡
回
・
随
時

対
応
型
訪
問
介
護
看
護
や
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
、小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
な
ど
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、高
齢
者
等
家
族
支
援
事
業
、配
食
サ
ー
ビ

ス
、緊
急
通
報
装
置
貸
与
事
業
な
ど
、高
齢
者
の
地
域

で
の
生
活
を
支
え
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま

す
。事
業
ご
と
に
サ
ー
ビ
ス
対
象
者
の
要
件
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
、担
当
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、ま
た
は
高
齢

課
の
窓
口
で
尋
ね
て
く
だ
さ
い
。

○有償ボランティアのサービス
　平成28年１月から、介護保険の要支援者な
どに対し、有償ボランティアによる買い物、掃
除などの生活援助サービス（まごころ訪問事
業）をはじめました。　　

○指定事業所のサービス
　平成28年４月から介護保険の要支援者など
に対し、指定事業所による訪問型サービス・通
所型サービスをはじめました。これまで利用し
ている介護保険のサービスと内容や費用負担
は同じです。

○一般介護予防事業
　いきいきプラザなどでのさまざまな介護予
防事業や、各地域の高齢者サロンなどへの講師
派遣を通じて、認知症や寝たきり、介護の必要
な状態の予防や居場所づくりに力を入れてい
ます。本年度は、各地域の高齢者サロンなどに
リハビリ専門職
（理学療法士）など
を複数回にわたっ
て派遣していま
す。皆さん積極的
に参加してくださ
い。

春日市の取り組み

　

高
齢
課
は
、こ
れ
ま
で
の
介
護

保
険
制
度
と
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
加
え
、４
月
か
ら
新
た
に
介

護
予
防
事
業
、シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
、安

心
生
活
創
造
事
業（
地
域
支
え
合

い
活
動
）、ナ
ギ
の
木
苑
に
関
わ
る

業
務
も
行
っ
て
い
る
よ
。



全国の類似団体（※1）と比較・分析した結果を報告します
問い合わせ先　財政課財政担当
☎（584）1111（代表）　F（584）1145

　平成26年度の普通会計（※2）決算の全国集計結果が、国から公表されました。
　春日市の財政状況を全国の類似団体と比較すると、おおむね平均よりも健全な状況にあります。
　特に、人口1000人当たりの職員数は全国の市町村の中で最も少なく、人件費や物件費なども類似
　団体の中では、最も低く抑えられています。
　しかし、財政力指数は類似団体の平均より低く、財源に余裕があるとは言えません。
　ここでは、春日市の財政状況について、全国の類似団体と比較・分析した結果を報告します。

平成25年度（Ａ） 平成26年度（Ｂ） 増減（Ｂ－Ａ）

人　　　　口 11万1663人 11万2452人 ＋789人

面　　　　積 14.15㎢ 14.15㎢ 増減なし

歳　入　総　額 312億8146万8000円 326億9972万8000円 ＋14億1826万円

歳　出　総　額 301億4463万1000円 317億2063万6000円 ＋15億7600万5000円

実質収支 （※3） 8億9003万円 6億4849万6000円 ▲2億4153万4000円

■春日市の基本情報 ※人口と面積は、各年度末のものです。

※グラフ中の最大最小値は、類似団体内の最大最小値を表し、▲はマイナスを表しています。

　

春
日
市
に
は「
住
宅
都
市
で
大
き

な
企
業
が
な
い
」、「
市
域
が
狭
い
」

と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
税
収
に
お
け
る
個
人
市
民
税
の
割

合
が
高
く
、
固
定
資
産
税
の
収
入
が

少
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。こ
れ
が
、

類
似
団
体
と
の
比
較
で
、
財
政
力
指

数
が
低
く
な
る
原
因
で
す
。

　

こ
こ
数
年
の
数
値
は
横
ば
い
で
し

た
が
、
地
方
消
費
税
交
付
金
や
固
定

資
産
税
な
ど
の
増
収
で
改
善
傾
向
に

あ
り
、
昨
年
度
か
ら
０
・
１
ポ
イ
ン

ト
改
善
し
ま
し
た
。

♦財政力指数の推移

類似団体内順位 全国平均 福岡県平均
６位／８団体 0.49 0.50

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2
類似団体（平均）

0.87 0.76
0.74 0.74

0.73 0.71 0.70 0.70

23H22 24 25 26

良

悪

最大0.99

最小0.42
春日市

0.71

0.74

※財政力指数とは、基準財政収入額（地方公共団体が
標準的に収入できると考えられる額）を、基準財政
需要額（平均的な水準で行政を行う場合に要する経
費）で割って得た数値の３年間の平均値です。１に
近い（あるいは１を超える）ほど財源に余裕がある
といえます。

※▲はマイナスを表します。

(※1)  人口および産業構造などで全国の市区町村を35のグループに分類したとき、春日市と同じグループの市（人口が10万                  
　人以上15万人未満で、 産業構造が、第2次産業・第3次産業95％以上かつ第３次産業65％以上の市）のことです。県内

　　 では飯塚市、県外では東京都青梅市など、春日市を含めて合計8団体が類似団体です。
(※2)  春日市では一般会計が該当します。
(※3)  実質収支＝（歳入総額－歳出総額）－翌年度へ繰り越すべき財源。

春日市の財政状況

財
源
の
余
裕
の
度
合
い

財
政
力
指
数

０・
71
％
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地
方
交
付
税
が
減
少
と
な
っ
た
一

方
で
、
景
気
の
復
調
を
反
映
し
た
地

方
税
や
地
方
消
費
税
交
付
金
が
増
収

と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
消
費
税
増
税
に
伴
う
経

費
の
増
額
や
、
生
活
保
護
費
を
は
じ

め
と
し
た
社
会
保
障
関
係
経
費
の
増

額
な
ど
に
よ
り
、
経
常
収
支
比
率
は

３
・
７
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
ま
し
た
。

75

80

85

90

95

100

105

類似団体（平均）

91.4 92.1 91.2 89.9

90.8
86.9 86.9 87.1

23H22 24 25 26

最大98.0

最小81.6春日市

90.8

91.6

良

悪

（%）

♦経常収支比率の推移

類似団体内順位 全国平均 福岡県平均
4位／８団体 91.3 93.3

　

借
金
の
着
実
な
返
済
に
努
め
て
き

た
結
果
、
前
年
度
に
引
き
続
き
実
質

公
債
比
率
は
改
善
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
市
債
の
残
高
の
増
加
に

伴
い
、
借
金
の
返
済
金
も
大
き
く
な

る
見
込
み
で
す
が
、
実
質
公
債
費
比

率
の
適
正
数
値
の
維
持
に
努
め
ま

す
。

類似団体（平均）

春日市
10.7

7.7 6.4

3.6

4.4
6.5 7.2

5.2

5.4

3.1

23

18
15

12

9
6
3

0

H22 24 25 26

良

悪

（％）

最大12.2

最小▲1.0

4.

3.

♦実質公債費比率の推移

　

借
金
の
着
実
な
返
済
と
将
来
の
公

共
施
設
の
更
新
に
備
え
た
基
金
へ
の

積
み
立
て
に
よ
り
、
将
来
負
担
す
べ

き
負
債
額
よ
り
も
、
そ
れ
に
充
て
る

こ
と
が
で
き
る
収
入
の
方
が
多
い

（
実
質
的
に
負
債
が
な
い
）健
全
な
状

態
を
７
年
連
続
で
維
持
で
き
ま
し

た
。

　

こ
の
場
合
、
数
値
は
マ
イ
ナ
ス
と

な
る
た
め
、
春
日
市
の
数
値
は
、
グ

ラ
フ
に
は
表
れ
ま
せ
ん
。

-20

0

20

40

60

80

100

120

類似団体（平均）

春日市

32.5

0.0 0.0
23

120
100
80

60

40

20

0

H22 24 25 26

良

悪
最大75.7

最小
0.0  

（％）

0.00.0

♦将来負担比率の推移

類似団体内順位 全国平均 福岡県平均
5位／８団体 8.0 9.8

類似団体内順位 全国平均 福岡県平均
1位／８団体 45.8 84.4

財
政
運
営
の
柔
軟
さ

借
金
返
済
の
負
担
の
度
合
い

借
金
な
ど
が

将
来
の
財
政
を
圧
迫
す
る
危
険
性

※経常収支比率とは、経常一般財源などの収入（市
税、地方交付税、臨時財政対策債などの毎年必
ず収入される使い道が自由なお金）を、社会保
障関係経費や借金の返済金などの毎年必ず支払
う経費にどのくらい使っているかを見る指標で
す。この比率が低いほど、新しい事業に充てら
れる一般財源の余裕が多くなり、柔軟な財政運
営が可能になります。

※実質公債費比率とは、「収入のうち、どれくら
いを借金の返済に充てているか」を示す指標で
す。ここでの借金には、一般会計以外の会計な
どで処理している事業（下水道、上水道、消防、
ごみ処理事業など）の借金のうち、春日市が負
担しなければならないものを含んでいます。

※将来負担比率とは、春日市が将来負担しなけれ
ばならない実質的な負債（借金の残高など）が将
来財政を圧迫する危険性を示す指標です。平成
23～26年度は、類似団体平均値がマイナスと
なったため、グラフでは0.0と表記しています。

90
・
８
％

　

３・
１
％

経
常
収
支
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

な
し
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過
去
か
ら
、
一
部
事
務
組
合
な
ど

に
よ
る
広
域
行
政
を
推
進
し
て
き
た

こ
と
と
、
民
間
に
発
注
で
き
る
業
務

を
積
極
的
に
外
部
委
託
し
て
き
た
こ

と
で
、
⑴
人
口
１
人
当
た
り
の
人
件

費
・
物
件
費
な
ど
の
額
、
⑵
人
口

１
０
０
０
人
当
た
り
の
職
員
数
は
、

い
ず
れ
も
類
似
団
体
の
中
で
最
も
少

な
く
、
効
率
的
に
行
政
運
営
が
な
さ

れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

特
に
⑵
人
口
１
０
０
０
人
当
た
り

の
職
員
数
は
、
類
似
団
体
の
み
な
ら

ず
、
全
国
の
市
町
村
に
お
い
て
も
最

少
で
す
。

　

今
後
も
効
率
的
な
行
政
運
営
に
努

め
ま
す
。

行
政
の
効
率
化
の
度
合
い

（1）人口1人当たりの人件費・物件費などの額の推移

類似団体内順位 全国平均 福岡県平均
（1） 1位／８団体 11万9984円 10万9265円

（2） 1位／８団体 6.96人 5.79人

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

110,000

120,000

130,000
類似団体（平均）

春日市

103,693 102,699 101,213 100,044 104,076

70,212 71,018 69,783 67,242 70,202

23H22 24 25 26

良

悪

（円）

最大120,239

最小70,202

4,0,

2
0,

（2）人口1000人当たりの職員数の推移

2
3
4
5
6
7
8
9

類似団体（平均）

春日市

6.11 5.91 5.82 5.84 5.83

3.41 3.32 3.25 3.18 3.14

（人）

23H22 24 25 26

良

悪最大8.21

最小3.14

8

1

   

平
成
18
年
度
に
、
国
に
準
じ
た
給
与

構
造
改
革
を
実
施
し
て
お
り
、
職
員
年

齢
構
成
な
ど
の
違
い
を
除
け
ば
、
ほ
ぼ

国
と
同
水
準
で
推
移
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
平
成

26
年
３
月
ま
で
、
国
が
給
与
減
額
措
置

を
実
施
し
た
た
め
、
平
成
23
年
度
・
24

年
度
は
、
市
が
国
の
水
準
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
ま
す（
春
日
市
は
平
成
25
年

７
月
〜
平
成
26
年
３
月
に
給
与
減
額
措

置
を
実
施
）。
平
成
25
年
度
か
ら
、
再

び
同
じ
水
準
に
戻
り
、平
成
26
年
度
は
、

過
去
５
年
間
で
最
も
低
い
数
値
と
な
っ

て
い
ま
す
。

国
と
の
給
与
水
準
の
比
較

♦ラスパイレス指数の推移

類似団体内順位 全国市平均 福岡県内市平均
5位／８団体 98.7 99.6

93

96

99

102

105

108

111

114 春日市

100.8

100.0

109.4

107.8

109.7

107.8

100.6
100.3
99.899.8

23H22 24 25 26

類似団体
（平均）

最大102.2

最小96.6

⑴
人
口
１
人
当
た
り
の

　

人
件
費
・
物
件
費
な
ど
の
額

⑵
人
口
１
０
０
０
人
当
た
り
の

   

職
員
数

　
　
　
　
　
　
　

※ラスパイレス指数とは、国家公務員行政職職員
の俸給を基準（100.0）に地方公務員一般行政職職
員の給与水準を示す指数です。

※平成26年度の基準日は、平成27年4月1日です。

総合スポーツセンターや老朽化した公共施設の更新事業などの実施により、今後は借金の残高
の増加が見込まれますが、引き続き可能な限り新規の借り入れを抑制し、また、自主財源の確保、
事務事業の一層の見直し、適正な受益者負担を図ることで、健全な財政運営に努めます。

７
万
２
０
２ 

円

３・
14
人

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

１
０
０・
３

春日市の人口1000人
当たりの職員数は
全国の市町村の中で　
一番少ないんだって！！

6市 報 か す が
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児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
受
給

し
て
い
る
人
は
、
受
給
要
件

の
確
認
の
た
め
に
６
月
30
日
㈭
ま
で

に
、
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
提
出
が
な
い
と
６
月
分
以
降

の
手
当
が
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
の
提
出
が
必
要
な
人
に

は
、
現
況
届
通
知
書
を
６
月
７
日
㈫

ご
ろ
に
発
送
し
ま
す
の
で
、
記
入
要

領
を
よ
く
読
ん
で
、
同
封
の
現
況
届

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
通
知
が
届
か
な
い
場
合
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

６
月
10
日
㈮
〜
30
日
㈭

（
平
日
の
み
）

提
出
方
法　

郵
送（
〒
816
ー
８
５
０ 

１
春
日
市
こ
ど
も
未
来
課
母

子
児
童
担
当
宛
）す
る
か
直

接
受
付
場
所
に
持
参
す
る

※
会
場
で
も
受
け
付
け
ま
す
が
、
混

雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
で
き
る

だ
け
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
の

受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

受
付
場
所　

市
役
所
２
階
２
０
５
会

議
室

必
要
書
類

▽
平
成
28
年
度
児
童
手
当
・
特
例
給

付
現
況
届

▽
健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー（
受
給
者

分
）

※
春
日
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
場
合
は
不
要
で
す
。

※
健
康
保
険
証
の
原
本
で
は
な
く

必
ず
コ
ピ
ー
し
た
も
の
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
平
成
28
年
度
所
得
証
明
書（
児
童

手
当
用
で
控
除
額
の
記
載
が
あ
る

も
の
）の
原
本

※
平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
は
原

則
と
し
て
不
要
で
す
。

※
受
給
者
が
配
偶
者
控
除
を
取
っ

て
い
な
い
場
合
は
、
配
偶
者
の

所
得
証
明
書
も
必
要
で
す
。

▽
児
童
と
別
居
し
て
い
る
場
合
は
、

別
居
監
護
・
養
育
申
立
書
お
よ
び

児
童
の
世
帯
全
員
の
住
民
票
謄
本

（
本
籍
・
続
柄
の
記
載
が
あ
る
も

の
）

※
児
童
と
は
、
監
護
・
養
育
し
て

い
て
、
年
齢
が
18
歳
に
達
し
た

後
の
、
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

に
あ
る
子
ど
も
の
こ
と
で
す
。

※
そ
の
他
必
要
な
書
類
が
あ
る
人

に
は
、
個
別
に
連
絡
し
ま
す
。

平成28年度児童手当・特例給付　現況届受け付け開始
こども未来課 母子児童担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1115

市
は
、
毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
市
に
貢
献
し
た
人

や
市
民
の
模
範
と
な
る
人
な
ど
を
表
彰
し
て
い
ま

す
。

　

表
彰
の
対
象
と
思
わ
れ
る
人
や
団
体
を
ぜ
ひ
推
薦
し
て

く
だ
さ
い
。
表
彰
審
査
委
員
会
で
審
査
し
、
受
賞
者
を
決

定
し
ま
す
。

　

表
彰
式
は
11
月
３
日
㈭
に
行
い
ま
す
。

表
彰
区
分
・
対
象

▽
市
民
功
労
表
彰

地
域
の
振
興
や
市
政
の
発
展
、
市
民
生
活
の
向
上
な
ど

に
寄
与
し
、
功
績
が
あ
っ
た
人
や
団
体

▽
市
民
活
動
表
彰

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
善
行
な
ど
の
活
動
に
お
い
て
功
績
が

あ
っ
た
人
や
団
体

▽
市
民
文
化
賞

学
術
や
芸
術
、
文
化
活
動
で
活
躍
し
た
人
や
団
体

▽
市
民
ス
ポ
ー
ツ
賞

ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
全
国
的
に
活
躍
し
た
人
や
団
体（
全

国
大
会
３
位
以
上
な
ど
）

推
薦
方
法　

６
月
30
日
㈭
ま
で
に
、
推
薦
書
を
郵
送
す
る

か
直
接
総
務
課
窓
口（
市
役
所
２
階
）に
提
出
す
る

提
出
先　

総
務
課
総
務
担
当（
〒
816
ー
８
５
０
１
春
日
市

役
所
）

※
提
出
書
類
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

※
推
薦
書
、
要
領
は
、
総
務
課（
市
役
所
２
階
）、
い
き
い

き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー
１
２
０
）、
社
会
教
育
課（
大
谷

６
ー
24
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館
）、
市
民
図
書

館（
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館
）、
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー（
大
谷
６
ー
28
）、
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

（
岡
本
３
ー
57
）窓
口
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w
w
.city.kasuga.fukuoka.jp/

）か
ら
入
手
で
き

ま
す
。

市民表彰候補者を推薦してください
総務課 総務担当　☎（558）1196　F（584）1142

らお知 せ
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

市からの
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国
民
健
康
保
険
加
入

世
帯
に
対
し
て
、

平
成
28
年
度
の
国
民
健
康

保
険
税（
国
保
税
）納
税
通

知
書
を
６
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
。

国
保
税
の
計
算
方
法

　

国
保
税
は
、
加
入
者
の

人
数
と
、
そ
の
前
年
中
の

所
得
か
ら
計
算
し
ま
す
。

な
お
、
40
歳
以
上
65
歳
未

満
の
加
入
者（
介
護
保
険

第
２
号
被
保
険
者
）は
、

介
護
納
付
金
が
加
算
さ
れ

ま
す
。

　

詳
し
い
計
算
方
法
は
、

今
年
度
の
納
税
通
知
書
を

見
て
く
だ
さ
い
。

納
税
義
務
者
と
申
告
に
つ

い
て

　

国
保
税
の
納
税
義
務
者

は
世
帯
主
で
す
。
世
帯
主

が
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
な
い
場
合
で
も
、

国
保
税
の
納
税
義
務
者

（
擬
制
世
帯
主
）と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
一
定
の
条

件
を
満
た
せ
ば
、
届
け
出

る
こ
と
に
よ
り
加
入
者
を

納
税
義
務
者
に
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険

加
入
者
と
擬
制
世
帯
主

は
、
所
得
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
全
員
前
年
中
の

所
得
を
申
告
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

未
申
告
の
世
帯
に
は
封

書
で
通
知
し
て
い
ま
す
の

で
、
速
や
か
に
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

国民健康保険税納税通知書を送付します
国保医療課 国保担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1141

6.9％

25,000円

25,000円

54万円

1.7％

6,500円

6,500円

19万円

1.4％

11,000円

16万円

所得割

均等割（1人当たり）

平等割（1世帯当たり）

課税限度額

所得割

均等割（1人当たり）

平等割（1世帯当たり）

課税限度額

所得割

均等割（1人当たり）

課税限度額

医
療
給
付
費
分

後
期
高
齢
者
支
援
金
分

介
護
納
付
金
分

※この税率表の金額は年間の金額です。

■平成28年度春日市国民健康保険税率

個
人
市
民
税
県
民
税
の
税
制
改
正
の
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充
な
ど
の
改
正
に
つ
い

て
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://w

w
w
.

city.kasuga.fukuoka.jp/siseijoho/
cityplan/furusatonouzei/h27.htm

l

）

を
見
て
く
だ
さ
い
。

○
個
人
市
民
税
県
民
税
に
お
け
る
公
的
年
金
か

ら
の
特
別
徴
収
制
度
の
見
直
し

▽
仮
特
別
徴
収
税
額
の
平
準
化

年
間
の
徴
収
税
額
の
平
準
化
を
図
る
た

め
、
仮
徴
収
税
額（
４
〜
８
月
）が
前
年
度

の
特
別
徴
収
税
額（
年
税
額
）の
２
分
の

１
に
相
当
す
る
額
と
な
り
ま
す（
下
表
参

照
）。

※
こ
の
改
正
は
新
た
な
税
負
担
が
生
じ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
転
出
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
の
特
別
徴
収
継

続
の
見
直
し

年
金
所
得
者
の
納
税
の
便
宜
や
市
町
村
に

お
け
る
徴
収
事
務
の
効
率
化
の
観
点
か

ら
、
転
出
や
税
額
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に

お
い
て
も
一
定
要
件
の
下
、
特
別
徴
収
を

継
続
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

○
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
適
用
期
間

の
延
長

　
　

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
適
用
期

間（
居
住
開
始
年
月
日
）が
、
平
成
11
年
１
月

１
日
か
ら
平
成
18
年
12
月
31
日
ま
で
、
ま
た

は
、
平
成
21
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
６

月
30
日
ま
で
延
長
に
な
り
ま
し
た
。

個人市民税県民税の税制が改正されました
税務課 市民税担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1141

特別徴収（年金天引き）
仮徴収（前年度の本徴収税額） 本徴収

徴収月 4月 6月 8月 10月 12月 2月

徴収税額 前年度2月分と
同額

前年度2月分と
同額

前年度2月分と
同額

年税額から仮徴
収税額を差し引い
た額の3分の1

年税額から仮徴
収税額を差し引い
た額の3分の1

年税額から仮徴
収税額を差し引い
た額の3分の1

■現行

特別徴収（年金天引き）
仮徴収（前年度の年税額の2分の1） 本徴収

徴収月 4月 6月 8月 10月 12月 2月

徴収税額 前年度の年税額
の6分の1

前年度の年税額
の6分の1

前年度の年税額
の6分の1

年税額から仮徴
収税額を差し引い
た額の3分の1

年税額から仮徴
収税額を差し引い
た額の3分の1

年税額から仮徴
収税額を差し引い
た額の3分の1

■平成29年度分以降
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重
度
の
障
が
い
な
ど
の
た
め
に
投
票
所
へ
行

く
こ
と
が
困
難
な
人
は
、
郵
便
な
ど
に
よ

る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

利
用
す
る
場
合
は
、
事
前
に
選
挙
管
理
委
員
会

に
申
請
し
て「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
者
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人

①
両
下
肢
、
体
幹
ま
た
は
移
動
機
能
障
害　

１
級
ま
た
は
２
級

②
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直

腸
、
小
腸
、
免
疫
ま
た
は
肝
臓
機
能
障
害　

１
級
か
ら
３
級

▽
戦
傷
病
者
手
帳
の
所
持
者
で
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

①
両
下
肢
、
体
幹
の
障
害　

特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症

②
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直

腸
、
小
腸
、
肝
臓
の
障
が
い

特
別
項
症
か
ら
第
３
項
症

▽
介
護
保
険
の
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
５
の

人
○
代
理
記
載
制
度

　

前
記
の
対
象
で
次
に
該
当
す
る
人
は
、
あ
ら

か
じ
め
届
け
出
た
代
理
記
載
人
に
よ
り
、
投
票

用
紙
に
記
載
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
者
で
、
上
肢
ま
た

は
視
覚
障
害
１
級
の
人

②
戦
傷
病
者
手
帳
の
所
持
者
で
、
上
肢
ま
た
は

視
覚
の
障
が
い
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症

の
人

郵便等による不在者投票
選管事務局 選挙担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1142

市
内
で
地
震
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
、

市
や
防
災
関
係
機
関
、
自
主
防
災
組
織
が

一
体
と
な
り
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

会
場
周
辺
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、会
場
設
営
、

訓
練
開
始
の
際
に
使
用
す
る
ス
ピ
ー
カ
ー
の
音
、

救
急
車
、
消
防
自
動
車
な
ど
の
サ
イ
レ
ン
音
で
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

６
月
12
日
㈰

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
大
谷
６
ー
28
）

内
容　

避
難
誘
導
・
避
難
所
開
設
訓
練
、
給
水
訓

練
、
緊
急
物
資
輸
送
訓
練
、
応
急
炊
き
出

し
訓
練
、
救
出
・
救
護
訓
練
、
消
火
訓
練

※
そ
の
他
、展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、自
衛
隊
・

消
防
等
装
備
品
展
示
、
防
災
用
品
展
示
、
災
害

パ
ネ
ル
展
示
、
は
し
ご
車
搭
乗
体
験（
組
数
限

定
）、
心
肺
蘇
生（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）体
験
が
あ
り
ま
す
。

参
加
機
関
な
ど　

陸
上
自
衛
隊
、
航
空
自
衛
隊
、

春
日
警
察
署
、
春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川

消
防
本
部
、
春
日
那
珂
川
水
道
企
業
団
、

春
日
市
消
防
団
、
筑
紫
医
師
会
、
日
本
赤

十
字
社
、
西
部
ガ
ス
、
自
主
防
災
組
織（
大

谷
地
区
、
小
倉
東
地
区
、
宝
町
地
区
、
ち

く
し
台
地
区
、
千
歳
町
地
区
、
光
町
地
区
、

若
葉
台
西
地
区
、
若
葉
台
東
地
区
、
大
和

町
地
区
）

※
平
成
28
年
熊
本
地
震
の
災
害
対
応
の
状
況
に

よ
っ
て
は
、
予
定
し
て
い
る
訓
練
な
ど
の
展
示

が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

春日市総合防災訓練のお知らせ
安全安心課 防災担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1141

県
は
、
県
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
に

基
づ
き
、
地
域
や
職
域
な
ど
に
お
い

て
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
し
て
著
し
く

功
績
が
あ
り
、
他
の
模
範
と
な
る
活
動
・
取

り
組
み
に
対
し
て
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
表
彰
は
、「
社
会
に
お
け
る
女
性
の

活
躍
推
進
」、「
困
難
な
状
況
に
あ
る
女
性
の

自
立
支
援
」、「
女
性
の
先
駆
的
活
動
」の
３

部
門
で
表
彰
し
ま
す
。
候
補
者
の
推
薦
は
、

自
薦
、
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
か
ら

の
積
極
的
な
推
薦
を
お
願
い
し
ま
す
。

推
薦
方
法　

６
月
27
日
㈪（
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
推
薦
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
県
男
女
共
同
参
画
推
進
課
に

郵
送
す
る
か
窓
口
に
持
参
す
る

※
推
薦
書
は
、
県
男
女
共
同
参
画
推
進
課
、

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
あ
す
ば
る

（
原
町
３
ー
１
ー
17
）、
市
人
権
市
民
相

談
課（
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）（
光

町
１
ー
73
）、
県
内
の
県
民
情
報
コ
ー

ナ
ー
窓
口
、
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w
w
.pref.fukuoka.lg.jp/

）
か
ら
も

入
手
で
き
ま
す
。

推
薦
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
人
づ
く
り
・

県
民
生
活
部
男
女
共
同
参
画
推
進
課

（
福
岡
市
博
多
区
東ひ

が
し
こ
う
え
ん

公
園
７
ー
７
）

☎（
６
４
３
）３
３
９
１

F（
６
４
３
）３
３
９
２

danjo@
pref.fukuoka.lg.jp

第15回県男女共同参画表彰候補者を推薦してください
人権市民相談課 人権男女共同参画担当　☎（584）1201　F（584）1181
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６
月
以
降
、
こ
ど
も
医
療
費
支
給
制

度
の
更
新
手
続
に
お
い
て
、
こ
れ

ま
で
行
っ
て
い
た
申
請
書
の
提
出
を
省
略

し
ま
す
。

　

今
後
は
、
市
が
受
給
資
格
を
審
査
し
、

認
定
基
準
を
満
た
す
場
合
は
医
療
証
を
送

付
し
ま
す
。

　

市
で
保
護
者
の
所
得
確
認
が
で
き
な
い

場
合
や
、
受
給
者
や
保
護
者
が
市
外
に
住

ん
で
い
る
場
合
な
ど
は
、
市
か
ら
別
途
必

要
書
類
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

　

所
得
制
限
を
超
え
て
い
る
な
ど
の
理
由

で
認
定
基
準
を
満
た
さ
な
い
場
合
は
そ
の

旨
の
通
知
を
送
り
ま
す
。

医
療
証
送
付
時
期

▽
３
歳
以
上
の
子
ど
も　

９
月
下
旬

▽
３
歳
未
満
の
子
ど
も　

３
歳
に
な
る
月

（
１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
は
３
歳
に
な

る
前
月
）の
下
旬

※
手
元
に
あ
る
医
療
証
の
有
効
期
間
終
了

日
ま
で
に
医
療
証
ま
た
は
通
知
が
届
か

な
い
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

○
こ
ど
も
医
療
の
受
給
資
格
が
な
い
人
に

つ
い
て

　

現
在
、
所
得
制
限
の
た
め
、
こ
ど
も

医
療
の
受
給
資
格
が
な
い
人
で
も
、
平

成
28
年
度（
平
成
27
年
中
）の
所
得
額
と

扶
養
人
数
に
よ
っ
て
は
平
成
28
年
10
月

以
降
、
受
給
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

受
給
資
格
が
な
い
人
で
、
所
得
制
限

を
下
回
っ
た
人
や
、
市
で
所
得
の
確
認

が
で
き
な
い
人
に
は
、
申
請
案
内
を
送

り
ま
す
。

　

左
表
に
よ
り
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

人
で
、
６
月
末
ま
で
に
申
請
案
内
が
届

か
な
い
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先　

国
保
医
療
課
医
療
担
当（
市
役

所
１
階
）

６月からこども医療費支給制度の更新手続が変わります
国保医療課 医療担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1141

扶養親族などの数 ０人 １人 ２人 ３人 ４人

所得額 622 660 698 736 774

収入額の目安 833.3 875.6 917.8 960 1002.1

■所得制限限度額表（平成24年10月改定）

※扶養親族などの数が1人以上の場合の所得制限限度額は、622万円に1人につき38万円（扶養親族
などが老人控除対象配偶者または老人扶養親族であるときは44万円）を加算した額になります。

※収入額は、所得額に対しての給与収入のおおよその目安であり、実際に適用されるのは「所得額」です。

（単位：万円）

　６月12日（日）の水泳大会の開催に伴い、総合スポー
ツセンター温水プールの開館時間が次のとおり変更に
なります。
　ご理解とご協力をお願いします。
開館時間　午後３時30分～９時30分

※大会の進行状況で変更になる場合があります。
問い合わせ先　春日市総合スポーツセンター温水プー
ル
☎（915）3500
F（915）1005

温水プールの開館時間の変更について

　平成26年8月にデング熱が、国内で約70年ぶりに発
生しました。また、現在、南米を中心にジカウイルス感染
症が発生しています。これらの感染症が国内へ流入し、
県内で発生することが懸念されています。
　病原菌を媒介しているとされるヒトスジシマカの活動
が活発になる時期（主に5月中旬～10月中旬）に備え、
次のことに気を付けましょう。
○発生源対策
　ヒトスジシマカは、水たまりに産卵し、そこで成長す
るため、屋外に置かれた植木鉢の受け皿や空き缶、

ペットボトルなどの水たまりをなくす。
○主な防蚊対策
▷肌を露出しないよう長袖、長ズボンを着用する。
▷素足でのサンダル履きを避ける。
▷肌が露出する部分には、虫除けスプレーなどを使用
する。

問い合わせ先　県筑紫保健福祉環境事務所保健衛生
課感染症係
☎（513）5584
F（513）5598

蚊を媒介とする感染症の予防対策について
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介
護
保
険
施
設
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

利
用
時
の
、
食
費
、
居
住
費（
滞

在
費
）に
つ
い
て
、
低
所
得
の
人
に
負
担

軽
減
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
認
定
を
受
け
て
い
る
人
の
認
定
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
期
限
内
に
更
新
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
制
度
改
正
に
よ
り
負
担
限
度
額

認
定
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
８
月
か
ら
、

非
課
税
年
金（
遺
族
年
金
と
障
害
年
金
）収

入
も
含
め
て
判
定
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

下
表
参
照

申
請
に
必
要
な
書
類

▽
介
護
保
険
負
担
減
度
額
認
定
申
請
書
お

よ
び
同
意
書

▽
預
貯
金
、
有
価
証
券
に
か
か
る
通
帳
な

ど
の
写
し（
最
終
残
高
、銀
行
名
、支
店
、

口
座
番
号
、
名
義
、
定
期
預
金
な
ど
の

記
載
ペ
ー
ジ
な
ど
）

※
預
貯
金
に
つ
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
判

断
し
た
場
合
に
は
、
申
請
書
裏
面
の
同

意
書
に
基
づ
き
、
金
融
機
関
に
照
会
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
虚
偽
や
不
正
行
為
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
費

の
給
付
を
受
け
た
場
合
は
、
給
付
し
た

額
の
返
還
に
加
え
て
、
最
大
で
給
付
額

の
２
倍
の
加
算
金
を
課
し
ま
す
。

申
請
方
法　

７
月
15
日
㈮
ま
で
に
郵
送
か

直
接
高
齢
課
指
定
指
導
担
当
窓
口

（
市
役
所
１
階
）に
必
要
書
類
を
提

出
す
る
。

※
決
定
通
知
は
８
月
上
旬
に
、
原
則
本
人

ま
た
は
家
族
に
送
付
予
定
で
す
。

※
期
限
後
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
審
査

に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
決
定
通
知
が

遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
日
が
８
月
以
降
の
認
定
期

間
は
申
請
日
の
初
日
か
ら
と
な
り
ま

す
。

○
特
例
減
額
措
置
に
つ
い
て

　

市
町
村
民
税
課
税
に
よ
り
負
担
限
度

額
認
定
を
受
け
ら
れ
な
い
人
の
う
ち
、

介
護
保
険
施
設
に
入
所（
院
）し
て
い

て
、次
の
要
件
に
全
て
該
当
す
る
場
合
、

申
請
に
よ
り
利
用
者
負
担
第
3
段
階
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

▽
属
す
る
世
帯
の
構
成
員
の
数
が
２
人

以
上
で
あ
る
こ
と

▽
介
護
保
険
施
設
に
入
所
ま
た
は
入
院

し
、
食
費
、
居
住
費（
滞
在
費
）の
負

担
を
行
う
こ
と

▽
世
帯
の
年
間
収
入
か
ら
、
施
設
の
利

用
者
負
担（
１
割
負
担
、
食
費
、
居

住
費（
滞
在
費
））の
見
込
み
額
を
除

い
た
額
が
80
万
円
以
下
と
な
る
こ
と

▽
世
帯
の
現
金
、
預
貯
金
、
有
価
証

券
、
債
券
な
ど
の
金
額
の
合
計
が

４
５
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

▽
世
帯
が
そ
の
居
住
用
に
供
す
る
家

屋
、
そ
の
他
の
日
常
生
活
の
た
め
に

必
要
な
資
産
以
外
に
利
用
し
得
る
財

産
を
所
有
し
て
い
な
い
こ
と

▽
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と

申
請
先　

高
齢
課
指
定
指
導
担
当（
市
役

所
１
階
）

介護保険施設など食費・居住費（滞在費）の負担減度額認定の更新申請
高齢課 指定指導担当　☎（584）1111（代表）　F（584）3090

利用者負担段階 対象者

第1段階
・世帯全員（世帯を分離している配偶者も含む）が市民税非課税の人で、老齢福祉
年金を受給している人

・生活保護などを受給している人

第2段階

7月まで ・世帯全員（世帯を分離している配偶者も含む）が市民税非課税の人で、年間の合計
所得金額と課税年金収入額の合計が80万円以下を満たす人

8月から
・世帯全員（世帯を分離している配偶者も含む）が市民税非課税の人で、年間の合計
所得金額と課税年金収入額と非課税年金収入額の合計が80万円以下を満たす
人

第3段階
・世帯全員（世帯を分離している配偶者も含む）が市民税非課税の人で、利用者負担
第2段階該当者以外の人

・市町村民税課税層における特例減額措置の適用がある人

■負担軽減対象者

平成28年熊本地震被災者への支援について
　平成28年熊本地震で被災された方々に対し、市民の皆さんから下記のとおりたくさんのご支援をいただきました。
ご協力いただきありがとうございます。皆さんから集められた義援金や支援物資は、春日市が被災地に届けさせてい
ただきます。
支援内容（5月13日現在）　
義援金　108万3854円（引き続き6月20日（月）まで義援金の募集を行います）
物資　299人（団体を含む）
　水（1138本（2ℓ）、50本（500㎖））、粉ミルク11缶、紙おむつ（子供用179袋、大人用116袋）、生理用品919袋、ト
イレットペーパー495袋、ウェットティッシュ1406個、タオル（バスタオル46枚、フェイスタオル2205枚）
　その他、市は人的支援として職員派遣（関連記事を13ページに掲載）や市営住宅の提供など、被災者に対して
引き続き支援を行っていきます。（支援についての詳細は、ウェブサイト（http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/
contents/news_14009.html）に掲載）
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６
月
に
開
か
れ
る
議
会
の
日
程
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
日
程
は
、
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

日
程
・
内
容

▽
９
日
㈭　

本
会
議（
議
案
の
上
程
、

提
案
理
由
の
説
明
な
ど
）

▽
13
日
㈪　

本
会
議（
議
案
質
疑
、
議

案
の
委
員
会
付
託
）

▽
14
日
㈫
・
15
日
㈬
・
16
日
㈭　

各
常

任
委
員
会（
議
案
審
査
）

▽
20
日
㈪･

21
日
㈫　

本
会
議(
一
般
質

問)※
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
映
予
定
で

す
。

▽
22
日
㈬　

各
常
任
委
員
会（
議
案
採

決
）

▽
24
日
㈮　

本
会
議（
委
員
長
報
告
、

質
疑
、
討
論
、
採
決
）

傍聴しませんか　市議会６月定例会
議事課 議事担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1146

夏
休
み
期
間
中
に
、
主
に
小
学
生

を
中
心
と
す
る
子
ど
も
と
遊
ぶ

明
る
く
元
気
な
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

業
務
内
容　

来
館
児
童（
０
〜
18
歳
）へ

の
遊
び
の
提
供
、行
事
の
運
営
、

保
護
者
へ
の
子
育
て
支
援
な
ど

対
象　

18
歳
以
上（
高
校
生
を
除
く
）で

児
童
と
一
緒
に
遊
ぶ
体
力
が
あ

る
人

任
用
期
間　

７
月
21
日
㈭
〜
８
月
31
日

㈬

勤
務
日
数　

週
５
日（
原
則
と
し
て
土

曜
・
日
曜
日
勤
務
、
週
休
日
は

月
曜
日
と
そ
の
他
１
日
）

勤
務
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６

時（
途
中
45
分
の
休
憩
あ
り
）

勤
務
場
所　

須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー（
須

玖
南
２
ー
１
２
０
）

報
酬　

日
額
６
２
０
０
円（
有
給
休
暇

あ
り
、
社
会
保
険
非
適
用
・
雇

用
保
険
適
用
、
交
通
費
・
賞
与

な
し
）

募
集
人
員　

１
人

選
考
方
法　

面
接（
６
月
18
日
㈯
）

応
募
方
法　

６
月
10
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
、
履
歴
書
を
提
出
す
る（
郵

送
可
）

応
募
先　

こ
ど
も
未
来
課
児
童
担
当

（
〒
816
ー
０
８
６
３
須
玖
南

２
ー
１
２
０
須
玖
児
童
セ
ン

タ
ー
内
）

児童厚生員補助員（臨時）を募集
こども未来課 児童担当　☎（573）2431　F（584）7739

　犬や猫などの愛護動物は、人々の心の支えと
なったり、命の大切さを教えてくれたりと、暮らし
を豊かにしてくれる存在です。しかし一方で動物
虐待などの問題が起きていることも事実です。

動物虐待とは
○意図的虐待（やってはいけない行為を行う、ま
たは行わせること）
▷殴る、蹴る、熱湯をかける、動物を闘わせるな
ど、体に外傷が生じるまたは生じる恐れのあ
る行為、暴行

▷心理的抑圧、恐怖を与
える

　▷酷使するなど

○ネグレクト（やらなければ
ならない行為を怠り、放棄すること）
　▷健康管理をしない
　▷病気を放置する
▷適切な食事を与えな
い

▷劣悪な環境に動物を
置くなど

問い合わせ先　環境課生活環境担当
☎（５８４）１１１１（代表）　F（５８４）１１４７

　動物を虐待した場合
は懲役刑または罰金刑
になることもあるんだ
よ。
　飼い主が自覚せずに
動物虐待をしている場
合もあるので、虐待と疑
われるような行為を発
見したら、環境課まで連
絡してね。

あなたも僕も同じ命なんだ
動物に優しく

あなたも僕も同じ命なんだ
動物に優しく

あなたも僕も同じ命なんだ
動物に優しく

▽
22
日
㈬

各

傍

どの愛護動物は、人々の心の支えと

だん命命なじ同じも僕もももたなななたなな じ だたた んなんなんなんんんんだなもも じももも僕たたたも 命命命なじもなたもなたたももも僕も僕僕もも同同じ命じじ命な命命なん命ななんだなんんだだ
くしくしく優優しにに優物物にににに優に優物動動物動動動物動物に優に優に優優 くくくくしくしししししくししくく



トピックス
～まちの話題や人物の紹介～

クリーン・エネ・パーク南部

感謝状贈呈式
　春日市、大野城市、福岡市、太宰府市、那珂川町から収集したごみを処分
するための施設である福岡都市圏南部工場「クリーン・エネ・パーク南部（大
字下白水）」と福岡都市圏南部最終処分場「グリーンヒルまどか（大野城市中）」
で、５月２日、施設建設への協力者に対しての感謝状贈呈式が行われました。
本市では、大土居、白水池、惣利、塚原台、松ヶ丘地区自治会に対して福岡都市圏南部環境事業組合から感謝状が贈
呈されました。贈呈式で同組合副管理者の井

いのうえ

上市長は、「近隣住民の皆さんのご理解とご尽力のおかげで4市1町のご
み処理を行う施設が供用開始となりました。この施設はごみを効率的に処理するだけでなく、ごみ焼却時の熱や太陽
光などで再生可能エネルギー発電を行うなど、地球環境保全に配慮した施設でもあります。また、未来を担う子供た
ちに環境保全やエネルギーの大切さを教えるための環境学習の場としても機能していくことが期待されます。今後の
施設運営つきましても、更なるご理解とご協力をお願いします」と謝辞を述べました。

平成28年熊本地震にかかる被災者支援

職員派遣出発式
　５月２日、「平成28年熊本地震」の被災地を支援するために、本市職員
を現地へ派遣する出発式を市役所で行いました。
　４月20日からの下水道施設調査、４月29日からの建物被害状況調査の
ために派遣した職員に続き、５月６日からは新たに11人の本市職員が、
地震で大きな被害を受けた熊本県内の市町村で、避難所運営支援業務など
に従事しました。出発に際し、市長から激励の言葉を受けた派遣職員は「被災された熊本の方々の力になれるよう頑
張りたい」と意気込みを語りました。

三松スポーツボクシングジム

市青少年育成市民会議に益金を寄付
　5月9日、市役所で三松スポーツジム会長の松

まつ お

尾友
とものり

徳さんが、市青少年
育成市民会議に益金を寄付しました。
　この益金は4月17日にクローバープラザで行われた、今年で第21回目
を迎えるチャリティボクシングの収益金の一部です。「未来ある子ども達
のために、協力応援していきたい」という願いで第1回目の開催から、市
の団体などに寄付をしています。
　寄付を受けた市青少年育成市民会議の廣

ひろた

田茂
しげただ

忠会長は「六中・生徒会サミット（市内全中学校の生徒会で構成）や夏
休みチャレンジ教室など、子ども達の育成事業に有効に活用させていただきたい」と感謝の言葉を述べました。

△市長（左から2番目）、副市長（左から3番目）
立会いのもと、廣田会長（右）に益金を手渡す
松尾会長（左）

△被災地への出発に際し、意気込みを語る職員

△同組合から感謝状を受け取る地元自治会

市 報 か す が
平成28年6月1日13
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ス
ポ
ー
ツ

利
用
し
て
く
だ
さ
い

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

同
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
充
実
し
た

設
備
で
、
豊
富
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り

の
た
め
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ル
ー
ム

　

大
人
気
格
闘
技
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の

ボ
デ
ィ
コ
ン
バ
ッ
ト
や
全
世
界
共
通

の
レ
ス
ミ
ル
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ＺズＵ

Ｍン

バ
Ｂ
Ａ
、
ヨ
ガ
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
、
健

康
体
操（
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
な
ど
）

な
ど

対
象　

高
校
生
以
上

料
金　

▽
30
分
ク
ラ
ス　

５
０
０
円

▽
45
分
ク
ラ
ス　

８
０
０
円

▽
60
分
ク
ラ
ス　

１
０
０
０
円

○
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
な
ど
の
有
酸

素
マ
シ
ン
12
台
、
ス
ミ
ス
マ
シ
ン
を

含
め
た
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
マ
シ
ン
15

台
、
ま
た
体
力
に
自
信
の
な
い
人
で

も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
可
能
な
ボ
デ
ィ
リ

ペ
ア
シ
リ
ー
ズ
な
ど

対
象　

中
学
生
以
上

※
中
学
生
の
場
合
は
、
２
人
に
対
し

責
任
者
１
人
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。

料
金　

４
３
０
円
／
１
回

※
65
歳
以
上
の
人
で
、
平
日
午
前
９

時
か
ら
正
午
ま
で
の
利
用
は
１
回

２
１
０
円
で
す
。

※
回
数
券（
11
枚
つ
づ
り
、
６
カ
月
間

有
効
）、
定
期
券（
１
カ
月
間
フ
リ
ー

パ
ス
）も
あ
り
ま
す
。

※
利
用
時
間
は
１
回
２
時
間
以
内
で

す
。

※
記
載
の
料
金
は
市
内
在
住
ま
た
は
市

内
勤
務
を
し
て
い
る
人
の
料
金
で

す
。
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
勤
務
を

確
認
で
き
る
も
の
を
窓
口
で
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー（
大
谷
６
ー
28
）

☎（
５
７
１
）３
２
３
４

F（
５
８
５
）１
６
３
４

h
ttp
://w

w
w
.ko
n
a
m
isp 

o
rtsand

life.co
.jp
/trust/

kasuga/

健　

康

食
と
健け
ん
こ
う口

を
楽
し
く
学
習

食
と
健
口
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６

　
「
食
は
命
の
源
：『
食
べ
る
』と『
噛
む
』

を
考
え
る
」を
テ
ー
マ
に
、
第
39
回
歯

を
守
る
集
い
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時　

６
月
５
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
１
時（
受
付

は
正
午
ま
で
）

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　

○
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
！

▽
か
み
か
み
セ
ン
サ
ー
を
使
っ
た
食

育
体
験

▽
フ
ッ
化
物
洗
口
体
験
コ
ー
ナ
ー

▽
ち
ゃ
ん
と
噛
め
ま
す
か
？
か
む
か

む
ガ
ム
コ
ー
ナ
ー

▽
自
分
で
歯
や
指
の
模
型
を
作
っ
て

み
よ
う（
小
学
生
ま
で
：
先
着
30

人
）

▽
年
齢
別
歯
み
が
き
コ
ー
ナ
ー

▽
お
薬
を
作
る
！
ち
び
っ
子
薬
剤
師

体
験

▽
ち
び
っ
子
く
じ
引
き
コ
ー
ナ
ー

（
先
着
１
０
０
人
、
整
理
券
配
付
：

午
前
10
時
30
分
〜
、
く
じ
引
き
開

始
：
午
前
11
時
〜
）

▽
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

▽
簡
単
お
や
つ
作
り
体
験

○
見
て
み
よ
う
、
聞
い
て
み
よ
う
！

▽
歯
・
口
の
健
康
に
つ
い
て
の
図
面
・

ポ
ス
タ
ー
お
よ
び
標
語
の
展
示
と

表
彰

▽
歯
科
技
工
士
さ
ん
に
手
形
を
作
っ

て
も
ら
お
う（
小
学
生
ま
で
：
先

着
１
５
０
人
）

▽
お
口
の
細
菌
を
み
て
み
よ
う
！

▽
も
し
か
し
て
、
歯
周
病
？
〜
歯
周

病
簡
易
検
査
コ
ー
ナ
ー

▽「
か
み
か
み
お
や
つ
」の
紹
介
・
試

食
コ
ー
ナ
ー

▽
健
診
を
受
け
よ
う
コ
ー
ナ
ー（
血

管
年
齢
測
定
・
福
岡
県
健
康
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
紹
介
）

▽
歯
科
相
談
コ
ー
ナ
ー（
歯
科
、
歯

科
矯
正
相
談
な
ど
）

▽
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
コ
ー
ナ
ー

▽
健
康
茶
試
飲

問
い
合
わ
せ
先　

▽
筑
紫
歯
科
医
師
会

　

☎（
５
７
２
）８
２
１
１

　

F（
５
７
２
）６
２
４
２

▽
健
康
ス
ポ
ー
ツ
課
健
康
増
進
担
当

　

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

　

F（
５
０
１
）０
０
５
１

www.city.kasuga.fukuoka.jp
春日市役所 ☎（584）1111

☎　電話番号　F　ファックス番号　 　メールアドレス

ぶ
ど
う
の
庭
サ
ロ
ン
室

　

ぶ
ど
う
の
庭
の
サ
ロ
ン
室
を
知
っ

て
い
ま
す
か
。　

　

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
持
ち

込
ん
だ
軽
食
を
食
べ
た
り
、
ち
ょ
っ

と
し
た
打
ち
合
わ
せ
や
、
休
憩
の
場

と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

情
報
・
資
料
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
て

い
ま
す
。
利
用
す
る
と
き
は
、
事
務

所
受
付
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

利
用
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後

５
時（
水
曜
・
日
曜
日
休
館
）

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

ぶ
ど
う
の
庭

春
日
市
須
玖
北
５
ー
１
５
５

☎（
５
８
９
）３
３
８
８　

F（
５
８
９
）３
３
９
９

http://budounoniw
a.com

/

506 31

49
宝
町
方
面

春日北小前信号 岡本交差点

井
尻
方
面

春日北小学校

整骨院

文

文
須玖小学校

昇
町
方
面

須玖交差点

須玖北公民館

      

井
尻
方
面

西
鉄

須
玖
バ
ス
停

コミュニティ
バスやよい
バス停

コミュニティバス　須玖北五丁目 ぶどうの庭入口バス停か
ら徒歩3分 西鉄バス　御陵または須玖バス停から徒歩5分交通アクセス
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古
紙
な
ど
の
回
収
を
は
じ
め
よ
う
！

　

市
は
、リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進
す
る

た
め
、古
紙
と
古
布
の
回
収
を
行
っ

て
い
る
団
体
に
回
収
量
１
kg
に
つ
き

９
円
の
報
償
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

　

燃
え
る
ご
み
と
し
て
処
理
さ
れ
る

は
ず
だ
っ
た
も
の
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
、ま
た
、報
償
金
は
団
体
の
活
動
資

金
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

皆
さ
ん
も
、家
庭
で
不
要
に
な
っ

た
新
聞
紙
や
古
着
な
ど
を
、同
じ
グ

ル
ー
プ
の
仲
間
で
持
ち
寄
り
、集
団

回
収
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
ど
う
や
っ
て
は
じ
め
る
の
？

　
　

市
へ
の
事
前
登
録
が
必
要
で

す
。ま
ず
は
、グ
ル
ー
プ
の
中
で
集

め
る
場
所
や
日
時
な
ど
を
決
め
、

市
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課
ご
み
減
量

担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
７

知
っ
て
い
ま
す
か
？

ご
み
の
こ
と

知
っ
て
い
ま
す
か
？

ごごごごごごごご
みみみみみみみみ
のののののののの
ここここここここ
とととととととととととととととととととととととと

ご
み
の
こ
と

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
バ
ラ
ン
ス
運
動
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
ま

す
。

日
程　

７
月
６
日
〜
９
月
28
日
の
毎

週
水
曜
日（
全
13
回
）

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

定
員　

25
人

○
古
希
元
気
塾

　

転
倒
予
防
の
た
め
の
運
動
や
、
ス

ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
行
い
ま
す
。
七
〇

元
気
塾
よ
り
も
運
動
強
度
が
や
や
高

い
教
室
で
す
。

日
程　

７
月
７
日
〜
９
月
29
日
の
毎

週
木
曜
日（
祝
日
、
盆
を
除

く
全
11
回
）

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

定
員　

25
人

○
肩
腰
ら
く
ら
く

　

肩
腰
が
重
た
く
、
動
き
に
く
い
と

感
じ
る
人
を
対
象
に
、
肩
こ
り
や
腰

痛
の
予
防
・
改
善
を
行
い
ま
す
。

日
程　

７
月
４
日
〜
９
月
26
日
の
毎

週
月
曜
日（
祝
日
を
除
く
計

11
回
）

時
間　

午
前
11
時
〜
午
後
０
時
15
分

定
員　

25
人

60
歳
以
上
の
市
民
対
象

○
か
ら
だ
ニ
コ
ニ
コ
体
操

　

ミ
ニ
ボ
ー
ル
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー

ル
な
ど
の
運
動
用
具
を
利
用
し
、
筋

力
や
柔
軟
性
の
向
上
を
行
い
ま
す
。

日
時　

７
月
４
日
〜
９
月
26
日
の
毎

週
月
曜
日（
祝
日
を
除
く
全

11
回
）

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
45
分

　

定
員　

40
人

○
足
腰
元
気

　

筋
力
の
低
下
を
感
じ
る
人
を
対
象

に
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
予
防
に
効
果
的
な
筋
力
向
上
の
運

動
を
行
い
ま
す
。

日
程　

７
月
５
日
〜
９
月
27
日
の
毎

週
火
曜
日（
９
月
６
日
を
除

く
全
12
回
）

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
45
分

定
員　

30
人

○
い
き
い
き
リ
ズ
ム
体
操

　

体
力
の
向
上
を
目
指
す
人
を
対
象

に
、リ
ズ
ム
体
操
、筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　

７
月
６
日
〜
９
月
28
日
の
毎

週
水
曜
日（
９
月
７
日
を
除

く
計
12
回
）

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
45
分

　

定
員　

40
人

○
姿
勢
改
善

　

ス
ト
レ
ッ
チ
や
呼
吸
法
、
体
幹
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
健
康
的
な
姿
勢
づ
く

り
を
行
い
ま
す
。

日
時　

７
月
６
日
〜
９
月
28
日
の
毎

週
水
曜
日（
９
月
７
日
を
除

く
計
12
回
）

午
前
11
時
〜
午
後
０
時
15
分

定
員　

30
人

○
男
性
元
気
ア
ッ
プ

　

運
動
不
足
を
感
じ
る
男
性
を
対
象

に
、
筋
肉
の
柔
軟
性
や
連
動
性
に
ポ

イ
ン
ト
を
絞
っ
た
運
動
を
行
い
ま

す
。

日
程　

７
月
４
日
〜
９
月
26
日
の
毎

週
月
曜
日（
祝
日
を
除
く
全

11
回
）

健
康
ウ
ォ
ー
ク

若
葉
輝
く
春
日
神
社
コ
ー
ス

　

ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー（
運
動
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）と
一
緒
に
、
い
き
い
き
プ
ラ

ザ
か
ら
春
日
神
社
を
巡
る
コ
ー
ス
を
歩

き
ま
せ
ん
か
。

　

体
力
に
合
わ
せ
て
７
km
と
４
・
５
km

の
２
コ
ー
ス
が
選
べ
ま
す
。

　

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、

気
軽
に
参
加
し
て
下
さ
い
。

　

小
雨
決
行
、
大
雨
中
止
で
す
。

日
時　

６
月
８
日
㈬

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

（
受
付
：
午
前
９
時
〜
）

集
合
場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階

（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

持
っ
て
く
る
も
の　

タ
オ
ル
、
水
筒
、

帽
子
、
歩
き
や
す
い
服
装
、
運

動
靴

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
ス
ポ
ー
ツ
課
健

康
増
進
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

高
齢
者
の
た
め
の
運
動
教
室

参
加
者
募
集

　

介
護
保
険
を
受
け
て
い
な
い
高
齢
者

を
対
象
と
し
た
、
介
護
予
防
の
た
め
の

運
動
教
室
で
す
。
自
分
の
体
力
に
合
っ

た
教
室
を
選
ん
で
、
楽
し
く
無
理
な
く

運
動
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

70
歳
以
上
の
市
民
対
象

○
七な

な
ま
る〇

元
気
塾

　

体
力
の
低
下
が
気
に
な
る
人
を
対

象
に
、
椅
子
に
座
っ
て
簡
単
な
筋
力

　

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
45
分

定
員　

30
人

○
男
性
体
力
ア
ッ
プ

　

男
性
同
士
で
仲
間
づ
く
り
を
行
い

な
が
ら
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運
動

を
行
い
ま
す
。
男
性
元
気
ア
ッ
プ
よ

り
も
や
や
運
動
強
度
が
高
い
教
室
で

す
。

日
程　

７
月
２
日
〜
９
月
17
日
の
毎

週
土
曜
日（
全
12
回
）

　

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
15
分

定
員　

30
人

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１ 

ー
１
２
０
）

利
用
料　

１
回
２
５
０
円

申
込
受
付
期
間

▽
初
め
て
参
加
を
希
望
す
る
人　

　

６
月
１
日
㈬
〜
７
日
㈫

▽
今
ま
で
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
人

　

６
月
８
日
㈬
〜
14
日
㈫

申
込
方
法　

電
話
か
、
直
接
い
き
い
き

ル
ー
ム
窓
口
で
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る（
新

規
者
優
先
で
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

い
き
い
き

ル
ー
ム（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

☎（
５
０
１
）１
１
６
２（
F
兼
用
）
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筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

夜
間
エ
イ
ズ
相
談
・
迅
速
検
査

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
に
併
せ
て
、

夜
間
エ
イ
ズ
相
談
・
迅
速
検
査
を
無
料
・

匿
名
で
行
い
ま
す
。予
約
も
不
要
で
す
。

　

昼
間
、
仕
事
や
学
校
で
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
こ
の
機
会
に

検
査
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

６
月
７
日
㈫

午
後
４
時
30
分
〜
７
時
30
分

※
毎
週
火
曜
日
の
午
前
９
時
〜
11
時
に

も
行
っ
て
い
ま
す
。

場
所　

同
事
務
所（
大
野
城
市
白し
ら
き
ば
る

木
原
３
ー

５
ー
25
筑
紫
総
合
庁
舎
１
階
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
事
務
所
保
健
衛
生

課
感
染
症
係　

エ
イ
ズ
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン

☎（
５
８
２
）２
５
２
２

F（
５
１
３
）５
５
９
８

環　

境

家
庭
で
簡
単
生
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講
習
会

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
の
中
で
、
家
庭
か
ら

出
る
生
ご
み
と
、
生
ご
み
を
分
解
す
る

基
材
を
混
ぜ
る
だ
け
で
、
簡
単
に
栄

養
た
っ
ぷ
り
の
堆
肥
が
で
き
る「
ダ
ン

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
」の
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
、
参
加
者
は
ダ
ン

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
用
具
の
購
入
費
補

助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時　

６
月
25
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

１
階
学
習
室
１（
大
谷
６
ー
24
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　

筆
記
用
具
、
印
鑑

（
用
具
購
入
費
補
助
希
望
者
の

み
）

申
込
方
法　

６
月
17
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
伝
え
る

※
過
去
の
受
講
者
を
対
象
に
、
相
談
会

も
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
生
成
中
の

堆
肥
を
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
一
握
り
程

度
入
れ
て
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課
ご
み

減
量
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
５
７

F（
５
８
４
）１
１
４
７

講
演
講
座

福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

職
業
訓
練
講
習

○
パ
ソ
コ
ン「
建
築
Ｊ
Ｗ
ー
Ｃ
Ａ
Ｄ
」講

習期
間　

７
月
22
日
〜
９
月
９
日
の

火
・
金
曜
日
の
午
後
６
時
30

分
〜
９
時

会
場　

福
岡
商
工
会
議
所
ビ
ル
２
階

（
福
岡
市
博
多
区
博は

か
た
え
き
ま
え

多
駅
前

２
ー
９
ー
28
）

受
講
料　

３
万
９
０
０
０
円（
テ
キ

ス
ト
代
、
資
料
代
、
消
費
税

を
含
む
）

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

６
月
16
日
㈭
午
前
９
時

以
降
電
話
で
申
し
込
む

○
パ
ソ
コ
ン「
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
」講
習

期
間　

７
月
24
日
㈰
、
31
日
㈰
、
８

月
７
日
㈰
の
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時
30
分

会
場　

福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

（
福
岡
市
東
区
千ち

は
や早

５
ー

３
ー
１
）

受
講
料　

２
万
円（
テ
キ
ス
ト
代
、

資
料
代
、
消
費
税
を
含
む
）

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

６
月
16
日
㈭
の
午
前
９

時
以
降
電
話
で
申
し
込
む

○
パ
ソ
コ
ン「
エ
ク
セ
ル
Ｖ
Ｂ
Ａ
マ
ク

ロ
」講
習

期
間　

７
月
24
日
〜
８
月
28
日
の
日

曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

４
時
30
分（
８
月
14
日
㈰
は

休
講
）

会
場　

福
岡
商
工
会
議
所
ビ
ル
２
階

受
講
料　

２
万
７
０
０
０
円（
テ
キ

ス
ト
代
、
消
費
税
を
含
む
）

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

６
月
17
日
㈮
午
前
９
時

以
降
電
話
で
申
し
込
む

○
パ
ソ
コ
ン「
エ
ク
セ
ル
２
０
１
０
」講

習期
間　

７
月
25
日
〜
９
月
26
日
の

月
・
木
曜
日
午
後
７
時
〜
９

時（
８
月
11
日
㈭
、
15
日
㈪
、

９
月
19
日
㈪
、
22
日
㈭
は
休

講
）

会
場　

福
岡
商
工
会
議
所
ビ
ル
２
階

受
講
料　

２
万
３
０
０
０
円（
テ
キ

ス
ト
代
、
消
費
税
を
含
む
）

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

６
月
17
日
㈮
午
前
９
時

以
降
電
話
で
申
し
込
む

○
介
護
福
祉
士（
筆
記
）受
験
対
策
講
習

期
間　

７
月
26
日
〜
11
月
29
日
の
火

曜
日
午
後
６
時
30
分
〜
９
時

会
場　

福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

受
講
料　

３
万
７
０
０
０
円（
テ
キ

ス
ト
代
、
資
料
代
、
消
費
税

を
含
む
）

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

６
月
20
日
㈪
の
午
前
９

時
以
降
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協
会

☎（
６
７
１
）６
８
３
１

F（
６
７
２
）２
１
３
３

一般
社
団
法
人
市
体
育
協
会

「
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
の
予
防
」教
室

　

健
康
寿
命
を
維
持
す
る
た
め
の
予
防

法
と
知
識
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
誰
で
も

受
講
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

日
時　

６
月
26
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
３
階

武
道
場
３
・
４（
大
谷
６
ー
28
）

講
師　

吉よ
し
い井　

剛つ
よ
しさ
ん（
医
療
法
人
仁

正
会
鎌
田
病
院
理
学
療
法
士
）

受
講
料　

５
０
０
円（
中
学
生
以
下
無

料
）

定
員　

50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

６
月
21
日
㈫
ま
で
に
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

※
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://kasuga-

taikyo.com
/

）で
申
込
書
を
入
手

で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

一
般
社
団
法

人
春
日
市
体
育
協
会

☎（
５
７
４
）９
１
３
１

F（
５
７
４
）９
１
３
８

kasuga.taikyo@
gm
ail.com

春
日
市
郷
土
史
研
究
会

講
演
会
開
催

　

同
会
は
講
演
会「
万
葉
歌
碑
探
訪

①
ー
そ
の
魅
力
と
先
駆
者
た
ち
」を
開

催
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
26
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
研
修
室

（
岡
本
３
ー
57
）

講
師　

堤つ
つ
み　

亮り
ょ
う
じ二
さ
ん（
万
葉
α
の
会
）

定
員　

80
人（
当
日
先
着
順
）

※
受
付
は
当
日
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
会
事
務
局　

高た
か
き木

☎（
５
９
３
）０
８
５
０（
F
兼
用
）
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困ったときは消費生活センターへ
☎（584）1155（直通）

　　　　　　【相談日】毎週月～金曜日
　　　　　【時　間】午前10時～午後0時15分
　　　　　　　　　午後1時～4時
　　　　　【場　所】市消費生活センター
 　　　　 （光町1-73）

消 費生活 信通

エステ無料体験の落とし穴

相談内容
　街頭でエステティックの無料体験ができると
声を掛けられた。体験後、脱毛のエステティッ
クサービスを勧められ６回の契約をした。５回
の施術を受けた後、「エステティック店ではこ
れ以上の効果がないので、紹介状を書くから」
と別の美容クリニックを紹介された。断り切れ
ず行くと、何の説明もなしに契約をさせられた。
毎月の支払いが高額になり支払えないので契約
を解約したい。

ひとこと助言
　エステテッィクサービスは、特定商取引法に
より、期間が１カ月を超え、金額が５万円を超
える契約であれば、クーリング・オフや契約期
間内の中途解約が可能です。
　美容クリニックでの契約は、クーリング・オ
フの適用がないばかりか、中途解約の制度もな
いので、解約する場合はクリニックとの交渉が
必要になるので注意しましょう。
　トラブルになった場合は、消費生活センター
へ相談しましょう。

男
女
共
同
参
画
週
間
講
演
会

参
加
者
募
集

　

６
月
23
日
㈭
か
ら
29
日
㈬
ま
で
の
男

女
共
同
参
画
週
間
に
ち
な
ん
で
、
九
州

大
学
の
先
進
的
な
男
女
共
同
参
画
推
進

事
業
に
つ
い
て
学
ぶ
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、
託
児（
生
後
５
カ

月
以
上
の
未
就
学
児
、
無
料
、
先
着
10

人
、
６
月
6
日
㈪
ま
で
に
要
申
し
込

み
）、
手
話
通
訳
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

６
月
14
日
㈫

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

場
所　

男
女
共
同
参
画
・
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
じ
ょ
な
さ
ん
研
修
室

（
光
町
１
ー
73
）

演
題　

九
州
大
学
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
推
進
の
取
組

講
師　

上
じ
ょ
う
た
き瀧
恵え

り

こ
里
子
さ
ん（
九
州
大
学

男
女
共
同
参
画
推
進
室
教
授
）

申
込
方
法　

６
月
７
日
㈫
ま
で
に
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
託
児
の
有
無
を
伝

え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

人
権
市
民
相

談
課
人
権
男
女
共
同
参
画
担
当

☎（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

jyo
n
asan

@
city.kasu

ga.
fukuoka.jp

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部

講
習
会
参
加
者
募
集

　

救
急
法
講
習
、
水
上
安
全
法
、
幼
児

安
全
法
の
講
習
会
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

○
赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習

対
象　

15
歳
以
上

日
時　

７
月
９
日
㈯

午
後
１
時
〜
６
時

場
所　

同
社
同
支
部（
福
岡
市
南
区

大お
お
ぐ
す楠
３
ー
１
ー
１
）

参
加
費　

１
５
０
０
円（
教
材
費
、

保
険
料
）

定
員　

30
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）　　
　
　

申
込
期
限　

６
月
24
日
㈮

持
っ
て
く
る
も
の　

筆
記
用
具
、
実

技
が
で
き
る
服
装（
ズ
ボ
ン

な
ど
）

○
赤
十
字
水
上
安
全
法
救
助
員
Ⅰ
養
成

講
習

対
象　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

▽
15
歳
以
上
の
赤
十
字
救
急
法
の
修

了
者

▽
一
つ
の
泳
ぎ
で
３
０
０
ｍ
以
上
泳

げ
る
泳
力
が
あ
り
、
講
習
に
耐
え

得
る
体
力
と
健
康
状
態
の
人

▽
全
期
間
参
加
で
き
る
人

日
時　

６
月
21
日
㈫
〜
24
日
㈮
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時（
初
日

の
み
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
）

場
所　

▽
初
日　

県
立
ス
ポ
ー
ツ
科
学
情
報

セ
ン
タ
ー（
福
岡
市
博
多
区
東ひ

が
し
ひ
ら平

尾お
こ
う
え
ん

公
園
２
ー
１
ー
４
）

▽
２
日
目
以
降　

県
立
総
合
プ
ー

ル（
福
岡
市
博
多
区
東
平
尾
公
園

２
ー
１
ー
３
）

参
加
費　

７
０
０
円（
教
材
費
、
保

険
料
）

定
員　

50
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
期
限　

６
月
10
日
㈮

持
っ
て
く
る
も
の　

赤
十
字
救
急
法

基
礎
講
習
認
定
証
、
筆
記
用

具
、
水
着
、
水
泳
帽
、
着
衣

体
験
用
上
下
の
衣
類
、昼
食
、

保
険
証
、
実
技
が
で
き
る
服

装

○
幼
児
安
全
法
短
期
講
習

　

対
象　

15
歳
以
上

　

内
容
・
日
時
・
参
加
費

▽
子
ど
も
に
起
こ
り
や
す
い
事
故
の

予
防
と
け
が（
傷
・
骨
折
な
ど
）の

手
当

７
月
５
日
㈫
午
前
10
時
〜
正
午
、

１
５
０
円

▽
乳
幼
児
の
心
肺
蘇そ

せ
い生
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

取
り
扱
い

７
月
５
日
㈫
午
後
１
時
〜
３
時
、

４
０
０
円

定
員　

各
20
人（
申
込
多
数
の
場
合

抽
選
）

持
っ
て
く
る
も
の　

筆
記
用
具
、
実

技
が
で
き
る
服
装
、
午
前
中

か
ら
引
き
続
き
受
講
す
る
人

は
昼
食

申
込
期
限　

６
月
10
日
㈮

申
込
方
法　

申
込
期
限
ま
で
に
往
復

は
が
き（
当
日
消
印
有
効
）か
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
必
要
事
項
を
書

い
て
送
る
か
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト（http://w
w
w
.fukuoka.

jrc.or.jp/

）か
ら
申
し
込
む

※
申
込
事
項
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見

る
か
直
接
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
社
同
支

部
事
業
課
講
習
担
当（
〒
815
ー

８
５
０
３
福
岡
市
南
区
大
楠

３
ー
１
ー
１
）

☎（
５
２
３
）１
１
７
２

F（
５
２
１
）２
５
５
２
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受
講
料　

３
５
０
０
円

定
員　

65
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

６
月
１
日
㈬
以
降
、
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
受

講
者
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
な
ど
）を
同
消
防

本
部
、
消
防
署
、
各
出
張
所
の

い
ず
れ
か
に
持
参
す
る（
郵
送
、

電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
）

※
申
込
書
は
消
防
署
窓
口
か
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト（http://fukuoka.kon 

119.or.jp

）か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
消
防
本
部

予
防
課
指
導
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
５

F（
５
８
４
）１
２
０
０

家
庭
で
の
介
護
や
介
助
を
学
ぶ

養
成
講
座

　

公
益
財
団
法
人
福
岡
県
市
町
村
振
興

協
会
は
、
高
齢
者
の
自
立
を
目
指
し
介

護
や
介
助
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
学
び

た
い
人
を
対
象
に
、
知
識
や
技
術
の
習

得
を
図
る
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

　

２
日
間
の
コ
ー
ス
で
、
参
加
は
無
料

で
す（
会
場
ま
で
の
交
通
費
、
昼
食
代

な
ど
個
人
に
係
る
経
費
は
個
人
負
担
）。

内
容（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）

①
高
齢
者
の
心
理
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

②
高
齢
者
の
救
急
対
応

場
所
・
日
程
・
時
間

▽
大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ（
大
野
城
市

曙あ
け
ぼ
の

町ま
ち

２
ー
３
ー
１
）

①
７
月
２
日
㈯
・
②
７
月
９
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▽
カ
ミ
ー
リ
ヤ（
筑
紫
野
市
岡お

か
だ田
３
ー

11
ー
１
）

①
９
月
10
日
㈯
・
②
９
月
24
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▽
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
春
日
市
昇

町
３
ー
１
０
１
）

①
11
月
６
日
㈰
・
②
11
月
13
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

定
員　

各
会
場
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

※
申
し
込
み
後
、
麻
生
教
育
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社
か
ら
申
込
確
認
書
、
会
場

地
図
な
ど
の
事
務
連
絡
を
本
人
宛
に

送
付
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

麻
生
教
育

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

☎（
４
３
２
）６
２
６
６

F（
４
８
２
）０
４
５
３

募　

集

女
性
と
子
ど
も
の
安
全

み
ま
も
り
企
業
募
集

　

県
は
、
女
性
や
子
ど
も
の
犯
罪
被
害

防
止
の
た
め
、従
業
員
へ
の
防
犯
教
育
、

顧
客
や
地
域
へ
の
情
報
提
供
、
啓
発
、

地
域
の
防
犯
活
動
へ
の
支
援
な
ど
に
自

主
的
に
取
り
組
む「
女
性
と
子
ど
も
の

安
全
み
ま
も
り
企
業
」を
募
集
し
て
い

ま
す
。

特
典　

活
動
ス
テ
ッ
カ
ー
の
配
布
、
優

良
企
業
に
対
す
る
表
彰
、
活
動

企
業
の
広
報
、
従
業
員
教
育
な

ど
の
た
め
の
情
報
提
供
、
地
域

貢
献
活
動
と
し
て
県
の
入
札
結

果
、
資
格
者
申
請
に
お
い
て
加

点
な
ど

※
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
安
全
安
心
ま

ち
づ
く
り
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w
w
.anzen-fukuo

ka.jp
/

pref/w
om
an/index.htm

l

）
を

見
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
人
づ
く
り
・

県
民
生
活
部
生
活
安
全
課
女

性
・
子
ど
も
安
全
係

☎（
６
４
３
）３
１
２
４

F（
６
４
３
）３
１
６
９

ナ
ギ
の
木
苑

教
室
参
加
者
募
集

　

ナ
ギ
の
木
苑
は
、
高
齢
者
の
健
康
や

仲
間
づ
く
り
の
場
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
物
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
が
、
別
途
施
設
利

用
料（
１
０
０
円
）が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。

○
リ
ズ
ム
で
介
護
予
防

　

昔
な
つ
か
し
の
歌
や
曲
を
中
心

に
、
合
唱
や
合
奏
、
体
操
な
ど
を
行

う
楽
し
い
介
護
予
防
教
室
で
す
。

▽
お
試
し
体
験
会（
申
し
込
み
不
要
）

日
時　

６
月
29
日
㈬

午
後
１
時
〜
３
時

定
員　

30
人

▽
３
回
コ
ー
ス

日
時　

７
月
６
日
〜
20
日
の
水
曜

日午
後
１
時
〜
３
時

定
員　

30
人

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ナ
ギ
の
木

苑（
星
見
ヶ
丘
１
ー
７
ー
１
）

申
込
方
法　

同
窓
口
、
電
話
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ナ
ギ
の
木
苑

☎（
５
９
５
）０
５
１
３（
F
兼
用
）

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
本
部

普
通
救
命
講
習
３

　

主
に
小
児
、
乳
児
、
新
生
児
に
対
す

る
人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
対
外
式
除
細
動
器
）そ
の
他
の
応

急
処
置
を
身
に
つ
け
る
救
命
講
習
会
で

す
。
受
講
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

春
日
市
、
大
野
城
市
、
那
珂
川

町
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
中

学
生
以
上
の
人

日
時　

７
月
10
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分

場
所　

同
消
防
本
部（
春
日
２
ー
２
ー

１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
消
防
本
部

☎（
５
８
４
）１
１
９
９

F（
５
８
４
）１
１
６
１

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
本
部

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

　

消
防
法
に
よ
り
選
任
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
建
物
の
防
火
管
理
者
の
資
格

を
取
得
す
る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

日
時　

７
月
１
日
㈮
、
２
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
遅
刻
、
途
中
退
席
し
た
場
合
は
講

習
を
修
了
し
た
と
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

場
所　

同
消
防
本
部（
春
日
２
ー
２
ー

１
）
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福　

祉

厚
生
労
働
省
慰
霊
巡
拝

参
加
者
募
集

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
の
遺
族

を
対
象
に
、
平
成
28
年
度
の
慰
霊
巡
拝

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

巡
拝
地
域
に
お
け
る
戦
没
者
の

配
偶
者（
再
婚
者
を
除
く
）、父
、

母
、子
、兄
弟
姉
妹
、孫
、お
い
、

め
い
、
参
加
す
る
子
・
兄
弟
姉

妹
の
配
偶
者
で
、
実
施
時
期
に

お
い
て
原
則
80
歳
以
下
の
人

場
所
・
期
間
・
定
員

▽
硫
黄
島（
第
一
次
）

10
月
25
日
㈫
〜
26
日
㈬（
２
日
間
）

　

１
０
０
人

▽
ビ
ス
マ
ー
ク
・
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

10
月
29
日
㈯
〜
11
月
５
日
㈯（
８
日

間
）

　

15
人

▽
マ
リ
ア
ナ
諸
島

12
月
１
日
㈭
〜
８
日
㈭（
８
日
間
）

　

15
人

※
実
施
時
期
、
期
間
、
定
員
は
、
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　

６
月
24
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
申
し
込
む

※
後
日
、
書
類
の
提
出
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
福
祉
支
援

課
地
域
福
祉
担
当（
市
役
所
１

階
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）３
０
９
０

市
献
血
推
進
協
議
会

４
０
０
㎖
全
血
献
血
に
ご
協
力
を

　

治
療
に
必
要
な
血
液
は
、
全
て
献
血

で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
血
液
は
長
期

間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
献
血
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
年
齢
や
体
重
な
ど
献
血
に
は

一
定
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

▽
６
月
８
日
㈬

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
、

１
時
30
分
〜
４
時

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
１
階
ロ
ビ
ー（
昇

町
１
ー
１
２
０
）

▽
６
月
14
日
㈫

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
、
午
後

１
時
30
分
〜
４
時

ザ
・
モ
ー
ル
春
日
正
面
玄
関（
春
日

５
ー
17
）

▽
６
月
20
日
㈪

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

日
の
出
小
学
校
体
育
館（
日
の
出
町

３
ー
１
ー
10
）

▽
６
月
30
日
㈭

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

春
日
西
小
学
校
体
育
館（
下
白
水
南

４
ー
１
３
４
）

持
っ
て
く
る
物　

献
血
カ
ー
ド（
手
帳
）

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人

は
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運

転
免
許
証
な
ど
）が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会（
市
福
祉

支
援
課
内
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）３
０
９
０

県
ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の
講
習
会

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
一
人
親
家
庭
の
就

労
、
自
立
促
進
の
た
め
の
講
習
会
を
行

い
ま
す
。

　

託
児（
１
歳
以
上
の
未
就
学
児
、
要

予
約
）も
あ
り
ま
す（
試
験
日
は
不
可
）。

○
パ
ソ
コ
ン
Ｍ
Ｏ
Ｓ（
エ
ク
セ
ル

２
０
１
０
）検
定
対
策
講
習
会

対
象　

一
人
親
家
庭
の
母
、
父
、
寡

婦
で
、
就
職
や
転
職
を
希
望

し
て
い
る
人
で
、
エ
ク
セ
ル

の
基
礎
知
識
が
あ
る
人

※
終
了
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

期
間　

７
月
８
日
㈮
〜
８
月
30
日
㈫

平
日（
22
日
間
）（
７
月
19
日

㈫
を
除
く
）

※
試
験
予
定
日
は
９
月
３
日
㈯
で
す
。

時
間　

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
４
階
Ｏ
Ａ

ル
ー
ム（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

※
試
験
は
別
会
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

内
容　

パ
ソ
コ
ン
M
Ｏ
Ｓ（
エ
ク
セ

ル
２
０
１
０
）検
定
の
知
識

と
技
能
を
学
び
模
擬
試
験
を

取
り
入
れ
な
が
ら
検
定
合

格
、
就
労
に
結
び
つ
け
る

受
講
料　

無
料（
検
定
料
、
テ
キ
ス

ト
代
と
し
て
５
０
０
０
円
の

自
己
負
担
あ
り
）

申
込
期
限　

６
月
20
日
㈪（
必
着
）

○
調
剤
薬
局
事
務
講
習
会

対
象　

一
人
親
家
庭
の
母
、
父
、
寡

婦
で
、
就
職
や
転
職
を
希
望

し
て
い
る
人

※
終
了
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

期
日　

７
月
26
日
㈫
、
29
日
㈮
、
８

月
３
日
㈬
、
５
日
㈮
、
９
日

㈫
、
12
日
㈮
、
16
日
㈫
、
19

日
㈮

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
４
階
学

習
室

内
容

▽
医
療
保
険
制
度
の
仕
組
み
を
理
解

し
、
調
剤
報
酬
に
関
す
る
専
門
知

識
、
調
剤
報
酬
点
数
の
算
定
方
法

を
段
階
的
に
学
習
す
る
。

▽
接
遇
マ
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
身
に
付
け
、
調
剤
報
酬

請
求
事
務
技
能
認
定
修
了
試
験
合

格
を
目
指
す

受
講
料　

無
料（
申
請
料
、
テ
キ
ス

ト
代
と
し
て
３
０
０
０
円
の

自
己
負
担
あ
り
）

申
込
期
限　

７
月
４
日
㈪（
必
着
）

定
員　

各
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
は

書
類
選
考
、
申
込
少
数
の
場
合

は
中
止
の
可
能
性
あ
り
）

申
込
方
法　

申
込
期
限
ま
で
に
郵
便
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
申
込
書
を
送

る

※
申
込
書
は
こ
ど
も
未
来
課（
市
役
所

２
階
）、
県
筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
社
会
福
祉
課（
大
野
城
市
白し

ら

木き
ば
る原
３
ー
５
ー
25
）窓
口
か
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（http://fukuoka-ken 

boren.jp/

）で
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

（
〒
816
ー
０
８
０
４
原
町
３
ー

１
ー
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
６

階
受
け
箱
11
号
）

☎（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３

募
集
し
ま
す

交
通
遺
児
奨
学
生

　

公
益
財
団
法
人
交
通
遺
児
育
英
会

は
、
保
護
者
な
ど
が
交
通
事
故
で
死
亡

し
た
り
、
重
い
後
遺
障
が
い
で
働
く
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、

経
済
的
に
修
学
が
困
難
な
高
等
学
校
以

上
の
生
徒
・
学
生
に
奨
学
金
を
無
利
子

で
貸
与
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
４
月
に
高
等
学
校
な
ど
に
進
学

予
定
の
人
も
応
募
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
育
英
会（
東
京
都

千
代
田
区
平ひ

ら
　
か
わ
　
ち
ょ
う

河
町
２
ー
６
ー

１
平
河
町
ビ
ル
３
階
）

０
１
２
０（
５
２
）１
２
８
６（
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
３（
３
５
５
６
）０
７
７
３

http://w
w
w
.kotsuiji.com

/
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オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の

勉
強
会

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト（
人
工
肛
門
・
人
工

ぼ
う
こ
う
を
つ
け
て
い
る
人
）や
、
そ

の
家
族
な
ど
を
対
象
に
し
た
勉
強
会
で

す
。
参
加
は
無
料
で
、
申
し
込
み
も
不

要
で
す
。

対
象　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
、
家
族
、
医
療

関
係
者
、
介
護
職
員
、
そ
の
他

希
望
者

日
時　

６
月
18
日
㈯　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
階
東
棟

視
聴
覚
室（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

内
容　

最
適
の
装
具
を
求
め
て（
自
分

に
適
し
た
装
具
）

講
師　

直な
お
み海
倫り
ん
こ子
さ
ん（
福
岡
大
学
病

院
Ｗ
Ｏ
Ｃ
ナ
ー
ス
）

問
い
合
わ
せ
先　

▽
公
益
社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協

会
県
支
部
事
務
局　

☎（
５
７
２
）７
７
８
８（
F
兼
用
）

▽
同
会
筑
紫
分
会　

西に
し
は
ら原

☎
０
８
０（
５
２
８
３
）８
３
２
５

☎（
５
０
１
）８
３
２
５（
F
兼
用
）

相　

談

法
テ
ラ
ス
福
岡　

無
料
法
律
相
談

　

弁
護
士
の
無
料
法
律
相
談
で
す
。

　

一
定
の
収
入
を
超
え
な
い
人
を
対
象

と
す
る
た
め
、
予
約
の
際
に
収
入
な
ど

を
尋
ね
ま
す
。

日
時　

６
月
16
日
㈭

午
後
１
時
〜
４
時

※
相
談
時
間
は
一
人
30
分
以
内
で
す
。

場
所　

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
１
階
相

談
室（
筑
紫
野
市
二ふ

つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う

日
市
中
央

５
ー
14
ー
７
）

定
員　

６
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

法
テ
ラ
ス
福

岡

☎
０
５
０（
３
３
８
３
）５
５
０
２

試　

験

開
催
し
ま
す

狩
猟
免
許
試
験
、
狩
猟
者
講
習
会

　

県
は
、
平
成
28
年
度
狩
猟
免
許（
網

猟
、
わ
な
猟
、
第
一
種
銃
猟
、
第
二
種

銃
猟
）試
験
と
狩
猟
免
許
更
新
の
た
め

の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

狩
猟
免
許
試
験

期
日　

６
月
30
日
㈭

試
験
会
場　

県
福
岡
西
総
合
庁
舎（
福

岡
市
中
央
区
赤あ

か
さ
か坂

１
ー
８
ー

８
）

申
込
期
限　

６
月
20
日
㈪
ま
で

狩
猟
免
許
の
更
新
講
習

講
習
開
催
日　

７
月
27
日
㈬

講
習
会
場　

県
吉
塚
合
同
庁
舎（
福
岡

市
博
多
区
吉よ

し
づ
か
ほ
ん
ま
ち

塚
本
町
13
ー
50

申
込
期
間　

６
月
17
日
㈮
〜
７
月
19
日

㈫

※
受
験
資
格
、
申
し
込
み
方
法
、
手
数

料
な
ど
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
農
林
事
務
所

☎（
７
３
５
）６
１
２
３

F（
７
１
２
）３
４
８
５

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

　

介
護
支
援
専
門
員
に
な
る
た
め
の
試

験
で
す
。
合
格
す
る
と
、
実
務
研
修
受

講
後
に
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

日
程　

10
月
２
日
㈰

会
場

▽
福
岡
大
学（
福
岡
市
城
南
区
七な

な
く
ま隈

８
ー
19
ー
１
）

▽
九
州
国
際
大
学（
北
九
州
市
八
幡
東

区
平ひ

ら
の野
１
ー
６
ー
１
）

申
込
期
間　

６
月
13
日
㈪
〜
７
月
13
日

㈬（
消
印
有
効
）

申
込
書
配
布
期
間　

６
月
６
日
㈪
〜
７

月
13
日
㈬

申
込
書
の
配
布
場
所　

県
の
各
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
、市
高
齢
課（
市

役
所
１
階
）、
福
岡
市
情
報
プ

ラ
ザ（
福
岡
市
役
所
１
階
）、
文

化
観
光
情
報
ひ
ろ
ば（
ア
ク
ロ

ス
福
岡
２
階
）、
公
益
社
団
法

人
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
他

※
配
布
は
一
人
に
つ
き
一
冊
で
す
。

※
申
込
要
領
は
６
月
下
旬
に
公
益
社
団

法
人
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（http://fukuoka-cm

.
jp/

）で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
会

☎（
４
３
１
）４
５
９
０

F（
４
３
１
）４
５
７
７

そ
の
他

福
岡
県
３
０
代
チ
ャ
レ
ン
ジ

応
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た

　

県
は
30
代
の
就
活
や
転
職
を
個
別
相

談
、
研
修
、
合
同
会
社
説
明
会
な
ど
多

彩
な
メ
ニ
ュ
ー
で
支
援
し
ま
す
。

場
所　

福
岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神
１
ー
４
ー

２
エ
ル
ガ
ー
ラ
オ
フ
ィ
ス
12
階

時
間

▽
月
〜
金　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

▽
土
日
祝
日　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
年
末
年
始
は
休
館
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

☎（
７
２
０
）８
８
３
１

F（
７
２
５
）１
７
８
８

challenge@
ssc-f.net

経
済
セ
ン
サ
ス 

活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、
平
成
28

年
６
月
１
日
㈬
を
調
査
期
日
と
し
て
、

全
国
全
て
の
事
業
所
、
企
業
を
対
象
に

平
成
28
年
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
は
事
業
所
の
形
態
に
よ
り
、
調

査
員
が
訪
問
し
て
調
査
す
る
方
法
と
、

国
が
本
社
な
ど
に
傘
下
の
支
社
分
の
調

査
票
を
ま
と
め
て
郵
送
す
る
方
法
が
あ

り
ま
す
。
調
査
票
は
５
月
末
ま
で
に
送

付
し
て
い
ま
す
。
回
答
内
容
は
統
計
作

成
の
目
的
以
外（
税
の
資
料
な
ど
）に
は

使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
調
査
の
結
果
は
、

行
政
施
策
な
ど
を
通
じ
て
私
た
ち
の
生

活
に
還
元
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
へ
の
ご
理
解
と
正
確
な
回
答
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー

０
１
２
０（
１
４
３
）１
５
０（
無
料
）

☎
０
３（
４
３
３
４
）３
１
５
０（
有

　

料
、
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
）

▽
市
地
域
づ
く
り
課
商
工
農
政
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
５
３

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
に
つ
い
て

０
１
２
０（
６
７
１
）９
３
７（
無
料
）

☎
０
３（
６
７
４
８
）１
９
３
７（
有

料
、
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
）

声
の
広
報

配
布
し
て
い
ま
す

　

視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
人
を
対
象

に
、
市
報
か
す
が（
月
２
回
）、
市
議
会

だ
よ
り（
年
４
回
）、
エ
イ
メ
ッ
セ（
月

１
回
）な
ど
、
市
政
や
地
域
の
話
題
、

福
祉
に
関
す
る
お
知
ら
せ
情
報
な
ど
を

C
Ｄ
に
録
音
し
、
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

配
布
は
無
料
で
す
。
希
望
者
は
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
に
居
住
し
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
視

覚
障
が
い
者
で
配
布
を
希
望
す

る
人

配
布
方
法　

第
４
郵
便（
無
料
）で
郵
送

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉
協

議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎（
５
０
１
）１
１
３
６

F（
５
８
１
）７
２
５
８
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市民図書館から未
来
に

ホ
ン
気
！

未
来
に

ホ
ン
気
！

　公職選挙法が改正され、6月19日から高校生を含む18歳、19歳が選挙で投票できるように
なり、夏の参議院議員選挙から適用されます。投票日までに18歳になる人を含めて、有権者は
なんと約240万人も増えるとのこと。
　あなたの1票が日本を動かします。

　「憲法」「人権」「社会保障」「財政」「安全保障」「教育」「政治と議会」
の7分野について合計79の項目を設定し、「候補者の知識や主張を
照らせば議員としての資質を判断する基準ともなる」よう、有権者と
して個人が考え判断できる材料が提示されています。Ｑ＆Ａでわか
りやすいのが特徴。次の参院選にも間に合います。

　「この本一冊あれば、日本の政治の仕組みを語ることができる」。
若い世代に政治リテラシーを身につけてもらい投票率を上げること
を目的にした本です。現在、予算配分からみて30歳前後の世代に
薄く、70歳以上の世代に手厚い政策が行われている。政治を動か
している仕組みがわかれば、何ができるのかが見えてきます。

　昨年来議論になっている安全保障法制について、「どうすれば日
本や世界の平和と安全を守れるのか」という視点から「日米ガイド
ライン」、「積極的平和主義」、「武器輸出」、「沖縄基地問題」、「領
土問題」ほかの幅広い論点でわかりやすく客観的に解説されていま
す。テーマごとに参考文献があり理解を深めることができます。

『高校生からわかる政治のしくみと議員のしごと』　
　　 　 山

やまだけんた

田健太・三
み き ゆ き こ

木由希子／編　トランスビュー　312.1コ【棚40】

『若者は、選挙に行かないせいで、四〇〇〇万円も損してる!? 35歳くらいまでの政治

リテラシー講座』  森
もりかわ

川友
とものり

義／著　ディスカヴァー・トゥエンティワン　312.1モ【棚40】

『18歳からわかる平和と安全保障のえらび方』
　　　　　　　　　　      梶

かじわら

原 歩
わたる

他／編　　大月書店　319.8ジ【棚41】

市民図書館（大谷6-24）
☎（584）4646　F（584）3900
 http://www.library.city.kasuga.fukuoka.jp高校生からの政治入門

「まごころ情報コーナー」を開
設しました！
  4月1日より「障害者差別解
消法」が施行されました。障
がいを理由とする差別の解消
に向け、誰でも気軽に図書館
を利用できるよう、より一層
努めていきたいと考えていま
す。
　福祉情報を伝える「まごころ
情報コーナー」を棚22、大活
字本横に設置しました。主に
市内や近隣の福祉に関わる情
報を集めています。「市報か
すが」の朗読ＣＤも置いていま
す。貸し出しもできますので、
ぜひ利用してください。

もっと身近に
暮らしのなかに

図書館を

労
働
保
険

年
度
更
新
の
お
知
ら
せ

　

平
成
28
年
度
の
労
働
保
険
年
度
更
新

の
手
続
き
期
間
は
、
６
月
１
日
㈬
か
ら

７
月
11
日
㈪
ま
で
で
す
。
事
業
主
は
、

こ
の
期
間
中
に
労
働
保
険
料
な
ど
の
申

告
と
納
付
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

申
告
と
納
付
の
手
続
き
は
最
寄
り
の

銀
行
、
郵
便
局
な
ど
の
金
融
機
関
の
窓

口
、
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
福
岡
労

働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
課
で
行
え

ま
す
。
ま
た
、
電
子
申
請
や
郵
送
で
も

申
告
で
き
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
雇
用
保
険
料
率
が

引
き
下
が
り
ま
す
。
詳
し
く
は
各
労
働

基
準
監
督
署
、
福
岡
労
働
局
総
務
部

労
働
保
険
徴
収
課
ま
た
は
厚
生
労
働

省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://w

w
w
.

m
hlw
.go.jp/

）で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
労
働
局
総
務
部

労
働
保
険
徴
収
課

☎（
４
３
４
）９
８
３
３

F（
４
３
４
）９
８
３
４

青
少
年
の
雇
用
の

促
進
な
ど
に
関
す
る
法
律

　

青
少
年
の
雇
用
の
促
進
な
ど
を
図

り
、
能
力
を
有
効
に
発
揮
で
き
る
環
境

を
整
備
す
る
た
め
、「
青
少
年
の
雇
用

の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」（
若
者
雇
用

促
進
法
）な
ど
が
平
成
27
年
10
月
１
日

か
ら
順
次
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
施
策

○
優
良
な
中
小
企
業
の
認
定
制
度
の
創

設
　

認
定
企
業
に
は
助
成
金
の
加
算
・

低
利
融
資
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

○
新
卒
者
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
募

集
・
求
人
申
し
込
み
を
行
う
場
合
に

事
業
主
に
よ
る
職
場
情
報
の
提
供
の

義
務
化

１
募
集
、
採
用
に
関
す
る
状
況

２
労
働
時
間
に
関
す
る
状
況

３
職
業
能
力
の
開
発
、
向
上
に
関
す

る
状
況
の
３
類
型
ご
と
に
一
つ
以

上
の
情
報
提
供
が
義
務
化

○
労
働
関
係
法
令
違
反
の
事
業
主
に
対

す
る
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
新
卒
者
向

け
求
人
の
不
受
理

※
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト（http://w

w
w
.m
hlw
.go. 

jp
/stf/se

isaku
n
itsu

ite
/

bunya/0000097679.htm
l

）

を
見
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
労
働
局
職
業
安

定
部
職
業
安
定
課

☎（
４
３
４
）９
８
０
２

F（
４
３
４
）９
８
２
１

お
詫
び
と
訂
正

　
５
月
15
日
号
12
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
、地
域
子

育
て
事
業
支
援
者
交
流
会
の
日
時
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
、左
記
の
と
お
り
で
す
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

日
時　
６
月
29
日
㈬
午
前
10
時
〜
正
午

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支

援
担
当（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
）

☎（
５
８
４
）１
０
１
５

F（
５
０
１
）０
０
５
１



大土居 1 ｰ38　☎（581）5614 F（581）5616

天神山 1-213　☎（593）2777 F（593）2801光町 2 ｰ180 ｰ4　☎（501）7014 F（501）7033

須玖南 2 ｰ120　☎（573）2431 F（584）7739

6月の行事予定表

1日（水） こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0～3歳児向け）
午前10時30分～正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

4日（土） トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

5日（日） 屋上D
デ
Eあそぼ　午後2時～3時　※雨天中止

8日（水） 楽しいおはなし会　午前11時～11時30分

11日（土） 遊びの出前！児童センター午前10時30分～11時30分、場所：春日野小ときめきホール
12日（日） ワイワイ広場　午後2時～3時

18日（土） かんたん工作（季節のプレゼント）午前10時15分～正午、10人、150円 

25日（土）
かんたんクッキング（スパゲッティ・ナポリタン）
午前10時15分～正午、10人、150円 
トワイライトゾーンSP　午後5時～7時、中学生以上

26日（日） 屋上D
デ
Eあそぼ　午後2時～3時　※雨天中止

1日（水）
屋上D

デ
Eあそぼ　午後4時～5時　※雨天中止

8日（水）

11日（土）
おまたせ！トランポリン　午前11時～正午
おはなし広場　午後2時～2時30分

12日（日） 親子であそぼう　午後3時～3時20分

15日（水）
親子でクッキング（親子でみたらし団子を作ろう）
午後1時15分～3時、10組、50円、2歳以上 
屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天中止

19日（日） みんなで工作（手づくりストラップをおくろう）午前10時15分～正午、10人、100円 

22日（水）

ママの”ホッ”とタイム（ごほうびパンケーキ作り）
午前10時15分～11時30分、10人、150円 
※託児は15日㈬までに要申込（1人、500円）
屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天中止

26日（日）
楽しいクッキング（手打ちうどんにちょうせん！！）　
午前10時15分～正午、10人、100円 
トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

29日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天中止

1日（水） こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0～3歳児向け）
午前10時30分～正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

4日（土） 道場やぶり（ストラックアウト）　午後2時～3時

12日（日）
けかつ広場（スライムづくり）　午後2時～3時

トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

18日（土） 作ってあそぼう（アイロンビーズのストラップを贈ろう）　午後2時～3時、10人 

19日（日） 運動あそび（ドッジボール大会）　午後2時～3時

24日（金） おはなしだいすき　午前11時～11時30分

25日（土） トワイライトゾーンSP　午後5時～7時、中学生以上

26日（日） かんたんクッキング（ひんやりグラスデザート）　午前10時30分～正午、10人、150円 

28日（火）
ママの”ホッ”とタイム（リフレッシュエクササイズ）
午前10時30分～正午、12人 
※託児は22日㈬までに要申込（1人、500円）

今月の休館日

6日㈪、13日㈪、
20日㈪、21日㈫、

27日㈪

児童
センター毛勝

児童
センター白水児童

センター光町

児童
センター須玖

あそぼ～

　児童センターは、18歳未満であれば誰でも利用できます（未就学児は保護
者同伴）。室内遊具や運動遊具の貸し出しがあり、行事がない時でも、いろい
ろな遊具で遊べます。また、たまには育児から解放されてリフレッシュした
いという保護者を対象とした、託児付きの行事もあります。　　　開館時間　

午前 10 時～午後 5時

▶　 の行事は、幼児も参加可（保護者同伴）▶表中の金額は参加費など▶ は申し込みが必要（6月 1日（水）午後 5時以降
に申し込み。受付／午後 6時まで。電話可・小学生以上は原則として本人申し込み）▶申し込みは 1人 1行事まで▶天候
により、中止または変更の場合あり（事前に要問い合わせ）

1日（水） こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0～3歳児向け）
午前10時30分～正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

4日（土） わんぱく広場（ドッジボール大会）　午後2時～3時

5日（日） トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

11日（土） 道場やぶり（クイズラリー）　午後2時～3時

14日（火） おはなしな～に？　午前11時～11時30分

19日（日） 作ってわくわく（キラキラ☆コースター）　午後2時～3時

25日（土）
みんなでニコニコ　午前10時30分～11時30分

わんぱく広場（卓球大会）　午後2時～3時

26日（日）

わくわくクッキング（マシュマロサンド）
午前10時15分～正午、12人、150円 

トワイライトゾーンSP　午後5時～7時、中学生以上

子育て広場
未就学児と保
護者対象。
友達づくり、
子育て情報な
どの交換の場。

ヨチヨチ広場
（0～1歳児向け）

▶須玖：1日㈬、2日㈭
▶光町：10日㈮、30日㈭

▶毛勝：8日㈬、22日㈬
▶白水：9日㈭、10日㈮、22日㈬、23日㈭、30日㈭

午前11時～
11時40分

親子サロン
（1～3歳児向け）

▶須玖：17日㈮
▶光町：29日㈬

▶毛勝：10日㈮
▶白水：15日㈬ 午前10時30分～

（1時間程度）ニコニコくらぶ
（2歳以上）

▶須玖：9日㈭、10日㈮、23日㈭、24日㈮
▶光町：2日㈭、3日㈮、23日㈭、24日㈮

▶毛勝：2日㈭、3日㈮、15日㈬、16日㈭、30日㈭
▶白水：7日㈫、8日㈬、28日㈫、29日㈬
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人気惑星が勢ぞろい！

開館日時／金～日曜日　午後2時～9時30分
場所／下白水209-171白水大池公園内

☎（558）9099   F（558）9023
※閉館日は星の館管理会社に転送します。

http://hoshinoyakata.com/
　 starpalace@skyblue.ocn.ne.jp

期　日 時　間 内　容

6月3日㈮～5日㈰

午後７時30分～
９時30分

おまたせ！土星観望会

10日㈮～12日㈰ 月と木星をみよう

17日㈮～19日㈰ 春の大曲線をたどろう

24日㈮～26日㈰ 惑星のアイドルたちMKD48°

主な公共施設の連絡先

春日市役所 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）1111
いきいきプラザ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1134
いきいきプラザ（市民課西出張所） ‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1133
すくすくプラザ（須玖児童センター） ‥‥‥‥‥‥☎（584）1010
ふれあい文化センター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）3366
市民図書館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）4646
男女共同参画・消費生活センター じょなさん ‥‥☎（584）1201
奴国の丘歴史資料館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1144
総合スポーツセンター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（571）3234
温水プール ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（915）3500
北スポーツセンター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（592）3600
春日警察署 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（580）0110
下白水交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1873
春日原交番 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（581）0342
春日南交番 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（596）0380
春日・大野城・那珂川消防署 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）1191
火事の問い合わせ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎0180（999）888
春日那珂川水道企業団 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（571）7001
ハート館かすが ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（513）1766
教育支援センター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（517）0396
福祉ぱれっと館 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（575）2223
社会福祉協議会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（581）7225
春日市北地域包括支援センター ‥‥‥‥‥‥‥‥☎（589）6227
春日市南地域包括支援センター ‥‥‥‥‥‥‥‥☎（595）8188
ナギの木苑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（595）0513 
シルバー人材センター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（596）1826
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8月生まれの
赤ちゃん募集（3歳まで）

写真の裏に赤ちゃんの氏名（ふりがな）、生年月日、住所、電話番号を書いて郵送してください。
平成28年7月1日㈮（当日消印有効）までの到着分の中から抽選で決定します。
送り先　市報かすが「お誕生日おめでとう」係（〒816 ８ー５０１春日市役所）　　  　　※写真は返却できません。

※天候などにより内容が変更になる場合があります。

和
わだ

田 葵
あおい

ちゃん
平成27年6月4日生
（天神山）

草
くさつ

津 七
ななみ

海ちゃん
平成25年6月11日生

（上白水）

林
はやし

 皇
おうえん

縁ちゃん
平成27年6月12日生
（星見ヶ丘）

藤
ふじさわ

澤 美
みお

緒ちゃん
平成27年6月16日生

（白水池）

宇
うしろ

城 尋
ひろたか

尊ちゃん
平成27年6月17日生
（日の出町）

山
やまじ

路 翔
かける

大ちゃん
平成27年6月18日生

（小倉）

宮
みやた

田 結
ゆりこ

梨子ちゃん
平成27年6月16日生
（春日原北町）

原
はらだ

田 葵
あおい

ちゃん
平成27年6月2日生

（小倉）

前
まえだ

田 蒼
そうた

太ちゃん
平成27年6月8日生
（白水ヶ丘）

小
おがさわら

笠原 羽
うみ

海ちゃん
平成25年6月11日生

（須玖南）

　白水大池公園星の館は、毎週、季節の星座や天文現象の観
望会を行っています。参加は無料で、初心者でも指導員が丁
寧に案内しますので、気軽に来館してください。

上記以外の天体観測も行っています。
昼間は太陽なども観察できます。

市 報 か す が
平成28年6月1日23



■春日市総合情報メール

防犯・防災情報や子育て情報、健康情報な
ど11分野の行政情報を携帯電話などにメー
ル配信するサービスです。
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〈広告欄〉 広告に関するお問い合わせ先　㈱ホープ　☎ 092（716）1404

お宝文化百選

この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。

■社会教育課社会教育担当
　☎（575）4121　F（593）7380
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光町

奴国の丘歴史資料館前

岡本

春日中学校

奴国の丘歴史公園

盤石池

や
よ
い
バ
ス
停「
奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館
前（
桜
ヶ
丘
線
）

場
所　

岡
本
３
丁
目

　国指定史跡「須玖岡本遺跡」を保
存する奴国の丘歴史公園は、自然
豊かな閑静な公園です。
　その入り口にあるバンジャク池
では、初夏になると、池一面に広
がる白色や薄桃色のスイレンが見
頃を迎えます。
　初夏の薫風に吹かれて、紫色の
ショウブとともに揺れる姿は、可
憐で、すがすがしさと安らぎを与
えてくれます。
　

奴国の丘歴史公園・バンジャク池

■市の人口 （4月30日現在）

総人口 11万2780人
（前月+18）

女 5万8060人
（前月-46）

男 5万4720人
（前月+64）

世帯数 4万7508世帯
（前月+124）

増
転入 935人
出生 79人
その他 12人

減
転出 940人
死亡 62人
その他 6人

春日市防災ツイッターやっています（情報発信のみ）
アカウント　https://twitter.com/kasuga_bousai


